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雄の場をヽ回才/､/予図ぶび矛似ぶ図力Ｓｙ妃飢7ノこ砂値片対しイｐ

は私払２もよ３か大略奮呻吟/２ごｙヽお制幾でユに媛纏ヽ乙なら如

仰こ航個綿諮物紗３リ引映頑叶麦してゐ３外力苧彷。

じ唸そ欄剛ｙ云へば直旛籤聊ら９/ｙﾌﾞ、今函で/叙呪皮迪瞼

釦匹ﾉ(?戸バノ扉でケ之心//l｀ｚl訟３力ヽら訓し以ヒの電力呼節対して

謔発電鯉をコ幻又Ｄこ分け糠肉刺閤波伺㈲寸心巾)成川寸並列

怒除を行ら台か和歌容量、奄雁吐の点７ヽ季き３１云へ５．

K/? /Cbi/a,&/V夕Tこよ哉ば蹴泗船こ対十割苛未、の電力参加冰休

/吟八隼代ま刑こ耶研纒てμクベ1/八迦帽ま商ｍ績で釦郎肺燥

噛捧で3μ妙柏鋤７飽和ずるヽ乙予恕してゐ３が二涙の考へT桔で屯こ

鵜餉隨ま力酋うこヽ乙才出茸５ヽ乙涸執５．
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戈‘メ,?翠裁流に対すぶ饅訳助方騨

　タメ２./　ま推

　　(/で）主施貯拙力

　　　　癌制蜃めメノ回り雁ぎ族用直完発登恢ゼはステー夕祁を誦石竪侃は

　　　　空識郊及びローター百に比くてそ力逗路匹面が広いヵヽら流か、訃、

　　　　さく，彼制対流ぜは流徨ぐ下氷ればぐの親社漣岸そノハさくないハ

　　　　らそぶ斎昧則4スデータ却力方氷冷畑飼恥く更出．高々加こ外い

　　　　てμ、立気ダ)宗貫が本べるから捌佃:更に妬くだ、る。ス主石首弄ん)

　　　　恋:和ヽら七勁の寸汰を出恥る丈爪さくする如零戻必名．挽って主L

　　　　掻に恨入ざルるアンべ芦ダーム及び済膏剽ほ劾威聡ブ比い辻い

　　　　争ノベぜ牡巾尚らダソアビｄべた空萍採束縦攻今ま雁保丿心

　　　　づ址めけば主尨下り空偕長ｙ才拉訓、到寸=こj李となろ．翠ち

　　　し舷斎桟用言示諧扮副よ面牽辻咎蚤勺バ心がｖ以上こ浙桜及

　　　　び准價選煮そか川アクダンベ堤ぼ爪ジ偕代与ぺ作FFIま作紅て

　　　　ゐ石から主恪店束の亙首空原貝が碍営干幻き糾ぐμぐ皮って宍

　　　　傾がボズ心岳影屑う琲めμ飢嶮叫こ空坤礼士水ざぐ才巧こじに

　　　　よって径が主極知宵力士ノJヽさくすｓのでお３.
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2｡2.



／航鸚徨蜘袖匪削壮庄しムトトユ､4聊1.祉かj、ごく目今
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ｙ匹・／屑糸勁洲剔砲旅電荷四耳尚４９但

（ｚ一）主極左燦長

　　ｙ血し見ようヒ主極鼎磁力を小ざぐす利乏約そノ）生隙長ぶ全鯉力

　∧JヽちぐT仁心訳こヽｇＪバ≒そ・貼似合､墟見刄び蹄有秀浦士設け乱ニ

しとに卜こ七柾聯ひ趾に｡に虻神方μ㈲袖石じしこぞ主桓

　　と限払の式訟こ当べば斤防励こ茫哲竃要作。

　謳）普訓腔㈹千丿昌庇岳電削よカういりヽぐ､りレ式｀若死制虻牡例

　　　御やjLお順縦穴と順左器�:仰系乙して/吻肘枕ぺ柏旋あ
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＼　5乙と以胎疹む5弓．こ肌に11慈嶮|加副芦,茄笏嶮趾ヒスデ

　犬1．シ心T倅埓捗聯匹謝孫邸のご碑遊耶順ごぁソ／四祚

　　　　　　●　　　　●●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　i　レにべ代よこ払釦Eヽ右辿心錨又べ痛永刎にい石くﾉボ爪)(訓水｀

　　砿優寂力択漆ヵヽ（反へ辻・一我に赦似4牝哉Ｇ庶jl苛に血ヽ肩/sニ不

　乙守完に有りマ紅ぐ士りレ摺ふ片㈲辱尚釘辞ヒそうべしうろ瑕式址

　剥

　　首川Ｌ－々－ぶ／回岬βび阿/い‘犬－・りヤくめ七尽芒/こjｔ･ォ

　　づ、左胡汰し七大り馮叫枚ご有町づみを玲哨しこ万札いヽじ・こ

　　抜貰聯嵐討ごぱ扉玄ヵ誹か冲む、ヵヽφ也㈲z膏刈沁ァンマァ・

　　／－ンに跨べ七そぬい牡沁糾馳遵'さ次名ァシベァプー，ン

j　㈲時ヒ少（最ぺ示肺逸裁雁ぱ硲んら'竺諦我にトペきき乙ヵヽら

　　ｔ使部牡血み添りｒをふさくじすぎて上記訓聯、抵似直5:おヘ

　犬又よラに応官を順す.g,.　＼

(ｂ）ｊ/･タ･λ（りご群必すかょやは屍穿我の塔合勧捗りハゾ//勺

　　戸芦　に針邸主換洋泡演氷は常慈こぱ椅謳戚宋乙旧方勾ごが

才ｘ含㈲長ぶμ疸尚蛍辿斡扨力。弱岫哺政刎ま片貳切糾ヽ左

　　捨裁東州呻岬べ丸弓辰ヽｔ放ヽ斜作用・七め冶弗淳此刎沁匠

　　淑し補液辿紀浪芦柏仙リ七涜丘店す心こヒゼ為々ヵヽらラ妨万

　　溶ｊ局

(け空碑灰州、凱、協合は刎ベ、長蕩に拓才極顛東刎膳ぱ/回マ以

　犬リ米廊綴尚牡永勁y用戟剔が恂加備堵徊け誠/ブロパ

　　カ、らこ力/傾洵以詩に首レ、．誰つて主延内ｔを泌鮭加工乙ズこ営矢
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洗）宮静んjヽさいど又ﾁ贈戸づご済1の゛痛ﾒ白ごよる尹シノぐク本ス磁気吸引

士力紅にゃすく，㈱室㈱牡電巍介聯雌岬導却ふ邸れ

1］y入札軽量に:して浴ろダら最4座座長喋各卸り半（同に凧,直部こ

八尋のエj乍絢れ噛孝に決定ｻすべきであ妬

叔上・語長に辻点しなヵぐら塵萬長を出来s句,きく決定ね雀２あ

し釦=ら主癩謙長袖ﾚ込方どし灰掻（八人）式を変形しｔ

十　十＼了.゜.j（･ﾚｷｽﾞﾚ｀’

.
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陪

こ
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即ち十ｙ午叶労= －　－　－　－　－－(Zえ句

とざざ一丿蜂1廠の場か坤泳付きで晋直Ｃ＝お～Ｊ･､ｔ/こたら

よう仁ぶを忠乙こヽ函る/(j)氷航空檄削直流発電檄ヒついてこの

雄紅求め七7ナるとヤ/スj剥百力姻く八部加引付ヵヽらご･､jy)向ヒ

あリ肘に昨容量/犬Ｖ以上ごID､/以下にねってを叶澱用故に比

べ乙小芝く函ｔゐ･多孤を収判名．

コ立二出生(／ぶズナ式の観赤力ヽらこに台まdtろ　萌=．/ＡＴ＾　ぺ前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　系

記(丿頂゛｀証ぺ巨ように華監欧用枚こば小ぎく隠ってよりにヽぞ冷

性鵬々研一｀乙云う二八々｀らも涸薇こ緋にこととが乱

即ち空廊長映上記びこりぼを目安ｋし前記刀諸濤

石屋慮を仇咋ら出来Ｊぐ/ば＜包めろ訳右島々．
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訓薬ド拡罷帯

(り整添削フレ

　航室桟旧泣流庭⑩鸚攻紐首圧ダ飢､割り/こ/か回球ぺきく　こ

　　/)よ分こ話電圧ぺ電流ﾉ:)藻尨タ諧洽､電栽ヽ荼巻鎖ぱ普匠症巻ベ直し
　　　　　　・　　　　　　　　.1

　　てゐると云ん泳１べ演奏ぱ金勧釧二し

(功　釧拙結氷州ｻ帽ヽ畝哨一体かヽ研一官層を発生さ址る沁わり

　　　勧ﾄ栽騨少くダ昨かヵヽら滴蛮バ簡沁釧弘嗜励こ/おづ．..

　＼(b)な咽踏敷以漱ヽ慨断面力尺乱ヽ犀径を額少ぐ側jJす右こヒ比

　　　有り湯内り草体占頭字よj柚心ヽら悟頂陶牡ぺlく弗こ

とが出禾る．大

汗c)専植栽を毎政輸刻／本にずるｚと状出氷る応亦波巻がビ七ﾐ･

　　　ニンクローベに型り胤ｚ対柏所謂トネル巫狼工以/ぺ游/牡

　ノ　ざるヵヽら航宋鉄用桟力よ牡こ.商瀧可転裁疾り蹄加

　　　よる紹稼破吠りじ屹べ有ぐカリし川工作バ淮易て汝足し白斑

　＼　吊到りこヒベ出末局．

　(心内/五線を紋ける必順バかヽヵヽら簡4ﾌﾞ堅すな整流手堆直司≒5こ

　　　ｔべ出席乱

　　等Ｑ理由ヵヽら催型板用心顛箔橋爪Jﾐ､ふ（液悪逆穣を椋厨口7・

　　る　．

　　碓一之整流ふ片刀庖吠依巻券報刀腸よよ燧兪辰た５ヵヽらい迦

　　座い截夜ふ片の肛臨べ大乏く伍ａ。べ女最寸泌経済の知ヽら収

　　来るな釣船長仰亙ヵヽくす馬方ヵヽこ虻ましノいヵヽらそのた匹こ試刷子

　　の電流頑皮忿一応値に探ヒうｘ.好勺れ､き飢､刷ふ巾為ヵ吠き

　　　くら名．

　　　しヵヽして.電族手とこヽの整流帯巾５ｃ淀
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＼≒ニ二太図①ｙド(ｻ子牛ITト…∇(^J^.3 )

　　　　　　　　　■　　　･g　　　　　　i　　●　　』叩晦；整沌子I直延………

　　　　　μ々毎湛当リり釜庇孚片親

　　　　　Fレヶ矩節さＡ辻線鳥泣浪4血流参片徽こヽ表はに靫

゛俵ばされわヽら上:記の廠丸六なｙぺきくねる傾而奴っ親

密痔旧榜ごヽぱ2'とは広城≒５こ乙/こ貨ｓ．即右延節/ご対す６皇流帯

巾ダ)割盾レレZ，/乙メフ廠瞬な敏tよ/ヵヽらＪｊの虚/ﾆあ引二

包ぱれているが｀鵜空接即

　　　　　　　　　　　　　　÷　　　　　　ｊｌ．　　　　１　１
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ぢ
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　　　　　　　　＼･ダ　　辱上　ニ1●り　　　　■

　　　　　才に３胡錫空梅敲琉脊邨いかツ埴

（２で）シンブJレ’クリアランベ＼

　　極怖が抑≒整流氷特ｿ）犬初分乞占め４刈丈極引妬心．しﾌﾞ吐

　　乙極節心仁け極孤雌り飢yべにっc､ｔ鉱弓ヒ（バ／／ｊ）代言
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　　　　　犬に．＝バペ然･A．呼へ戸
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を塑か航恰燧丿帽賢恥は電力を発嵐さ娃Ｇとヽ主辿釘郷社
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ス／ニベJ)で　むJヽさぐするこ副乱誕い5ごと言与乱普疸主
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灯ごヽあリカノ､ｊ.ダ㈲に示封うに胞AZ。心･七削釦4べ部かがヽ

タ.ア以上ひ申にぱ／列ス上ピかっこゐ冶φカ々1あ考．コ

郡も極鯨樹生ﾉね航室加FI発電扨ヽZ川(･一縦一及ぬご表心沁

了主極と登高帯゜向隔所謂丿吻/ｅぶm/ice C辿･)八｀小淀ぐ万

乏から主抽溜yだ磁嘸べ鉛縛ヒＮう乱を与へ、為視柚ぐ叔てき

て衣麹初発電桟首簸計ね心こ鴬労九一廓刮乙だ]^,
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　〉スカヽく・9丸く薦包梅田雛唐机丿ま極節を萌戌す帽和軋亜剌防

し　及びレンダ)レバアラ斗スカ剃り振り酸微レ化っ乙必宰紋

　　　　　　■　　　　　●●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●十沁91磨毎､す名り碩

……､ぐ/植止､紅す乱べ耳のこ糾丿冷却左気力直路を励ぷお堤ヵヽ

、/らｉ望まししヽ．・．．．　･･．　・．．．'ﾉ……j　　　づ　づ犬

(丿主体別ｕ赫､岫快苓匹)彩響………ト………ｊ
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落磁街がし正常な整流哲圧七歪覧与へ塹流を悪化させ弓原剛こ

　　　　　　　　Ｉ　　Ｉ　　　　　Ｉ方弓汝ら特針ﾉ竹慮£払う必蔡ぺあｌレ

邱ら一骸田玖すよ川ど土庄した詣刳視･り少飢ヽ隔合/枕小有了で

吃到うｊヵ、ら忽験に酋すぐ直お係値1謝回れは澗櫛μ＼辰吠

それの出未飢ヽ航室提閑祀電炊刮赳極浮訟副ぐ（火制乱拗政

帯の端ぱ於け剔甲温磁紐賎）ヽと加給ヨイjレの倅切りアクタム

ス､面五ヽて実感仁は糾1に対倣さ仕ｓは雌防誦極竺触嫁烹麿）

ヽ乙∂比をΣ.り梁の瀧を主極浮�磁衷･ｸ整㈲こ与へＪ獅響絹皐と

すにとを才へ（切論整流以さ列也郡1材城、魅哀手片肉電瓜

戟械匍狛礦を糾ごに石ヵヽ心一雄μ/ﾐ云へ旨､沁醤鄙7匯磁

索の匍疎トヰヘ海影衝こ限ってヶ次㈲ｂ輝り両偏糾’両極に

有Ｊのは蜘触鋤枇ぢ趨蝉ら刷今四柚/’/聯萄/こ対す八の

゛ぢ３.遮゛意味こ聯発骨疾ぷ逐ぶ瓦カナ４//･町･･！み・.葡ご

ば主極紐朧加悦袱孚刄作用心る顔廬力’とき毎分はたっ７､ｽ=･３

ヵヽら俳純ヽ七云､へ乱何んと儒此ぼ｀拓空鴇ヽ呼丿発昏接ｚ｀’･･;誉

遍噸贈巷親み砿力冷瓦」よ昏紐ｙＲｲ貧助以ｊヤーノレヤパ

でふ減租作ﾚ印A限よｰｿも曾↑易い々吊わヽ虹｀丿J.０

/．２.４-參照）
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t/.３申　整流に対す３攻城的考荼

　§/. 3,/　械9i的考赴

　　良整流を碍３た力の践残的条件として重要な苓項は刷子の樗.り及り々

　　の咋勅にフいｒであ３加，抜かり対しては向歪業界の咳X片=よ７趣ひ

　　の研兌.陶発かなされ一駿にも発表々れてLリからこ５ではそ叫μ?旧

　　者としてのセ場からのそ験を純説すＵこ止め３

　　航雀横用刷子の執引釣考私を払ラベ々持勤tヒして1球れ力ヽ哨々応ヽモ･

　　使用ｙれ３ことと高湿に之ら４れにとか嗜七られ以下これり=つい

　　て考察ダヨ．

　叫　Sj度

　心ぐ柏こかハ胱旧て最も向かゆぶ刎糾にのISI挙摩粍て･あｊか･，

　ｚれはその岡剛到==加あ３値にな弓二と刷子加粉をｋなって総時向に摩

　粍してしまラ現象で浦り地上に於け３ナづレディアユート．･ナヤンハ･ヽ

　　－く４／紅九ぷび４μり内でＭこの現象乞萌現す３二と加出ｊ,ヨク

　　之れは刷子と摺動晦哺すヨ整流子剔こ柊い悍畔1抑幻滑守旧をすヨロ

　　:一マ･ン氏,k朧　黒鉛皮吹べａ･ぽ)臥化被膜栃存在してt回ものか順ダ

　　痩　(約皿９，フィーＦ以ｈ川こめては水蒸気圧及ぴ･瞼素脊圧や下加

　　ろため　これらの冽滑･45映をｔ戌し組いよ３の加原囚と云はれてし･剛

　　ｚ/の稲々度にかけ･3巽宇摩粍現Sﾐ虻口址や３ためには刷子ヤに"/≪)-;t m

　　添加剤を配合，し７か３方害加行は陽扁々席処理刷子の添加削として

　　は丸別す３と次の２趣奥のもの加用いられてしり．

　　収)天化カド｀ミう４ Ｃｃ幻:)宵の金属ハロｙじ化.物を刷子に２乃至/aﾉぐ'

　　　一包ンＦｔ量比て･を浸さ世３法，

　　　ｚれは相動帽こハロタン化物加詞ヒ反応してハロゲン化珂CCai t)

　　　をｔ戌し，それ小浬酸化m Lcuo)に1以た栓jを=もっため顧け

　　　　　　　　　　　　　　　　　-40-
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　低い処でも胸和□14ﾖ与へ３こじ

　刷子の作る湖隋町膜噌高温に於いい式しヽは少量の火花卜対レい

　割合ヽ姿λて･ある加　高々度亡汲映生成4五持陵さ世引こは予め地上晦

件てニ定時間運躯し尤分｀な皮膜を９けろ　所胡附和’町　かセ厚71

　あ３=ため縮仙尭i急進に高々次に上昇才３戦斗機等の発宕践には逍さ

　,ない,レレ

向　２硫化ＥリアアこべＭμ;え)享のを痛硫化物を同体澗淆倒ｔして刷

　了･に約２ノしセ丿ヽ重量比でヽ添力に世る次

　之の種刷子は前記の地上味吽ド於け3 pr -f'1M叫卜を忿蓼と世ずぼ利

　て･あ３ｙ

十炭化モリフ万ヽン哨．０を咋り整流子言急ぽに･なI粍ざ世３恐れゲある．

　ヌ商温が破化して自色研摩遅のｊ硫化モリブデン(巾亀)釦り

＼ぞφ他電畔卜↓ﾚﾘ出来３硫酸や銅と友応して摩紀を従すコヒ加由3，

　z.のような心配,かあlsからｚの種の刷子を使哨す３には発堰堤の'使

　用全ヽ勣剛ご亘っ７整涜か･完仝ヽに良ぞiやあ３＝とかゾ必要でヽあぶ．　尚ｈ

　記のようにして生戌され九3硫化モリアデンの溶研及ａ･硫殴の中和

　にIJ炭政ﾉｙりうム(ｋＣａ３ｊ)等の塩基性化合ヽ物の添加小･竹劫でヽあ３

　と.云はれてゐろ(″j)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(y-OC/^り(/りこれらの高ダ友処理刷子の刄方にっ：　Ｃは特許辰タくヒられてをソ又

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひりひ7)Cii)乙の高マ度に於け３聚今辱掟現農に副す３研究七敢牡;佃右されl:ゐ

ｙ

吻ｔ記の高々度処理刷j･を使旧す３場合ヽ碓ゐヽに高ヤ度に於けり1宇摩

粍を防くヽヽこＵよ出来３加　その代･ﾘ地上乃至低高度に於しヽて遂に高ぐ

度は於け弓よ丿々純子か大吉いようこと加しはしぱあﾘ，これば添加

剤のため低高度に於いて血戌され３筑膜眉び必要以Ｌに耳くなりか之

仔･/－
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　つて整流を右す３ためて､あろ．２・現象は石しくなt･むので鴻七叫叫

　向は高々度処理刷子の拓命で･あ３ゐヽら．これを用う３時は地上．低高

　度岬ひ滴々度に於ける直行時同乞･を対したさ使用時向に対してそ川祭

　粍小最､3、になるものを還かこヒか喰晏であ3．

り)温　皮

　航を機用発聡機は才/./章で･該明しだように寸蔵を極端に如リつぉ７

　ゐ名ため刷子の雅准瓶友亀も高く、Jよってたり才/././表からもﾁﾞ･□よ

　うに　その値は/j'力至､ぶβ夕臨・･と一般用晩の３倍以い二もなって

　ゐ３ため乃打々いtの圀辺加高湿になき．高ぐ友処Jｙ刷了IEL便田しｌ

　も許容､温度以Ｌでば･圈滑瓊膜は脱蔵乞起して頑壊され(し↓う力ヽら

　その温度以下が更､嗣乍３必響か'ある．そヵ旅客､温度は刷子扶脊ﾉQ叫処

　理達によ７て翼り郎子な刷子では２２心乃ｌ２びｃ程度と云はれてゐ

　る力りひ京の破用状鼓で･刷子温度£正確に測定ず３こＵよ鐙しく、刷子

　･ニ熱･li対を.出来５丈揚触面に近れくよラに咀装して測定した場合ヽ２が

　ｃ程度乞使旧限度ヒナる．

　§ /.2.:i.円７:ヽ圭へヽだように航生桟隔発吸横の宿賤子巻線には凌巻ﾉ八

　哨いられてゐる加　この場合ヽ同柾刷子小複数個並列に揚匯きれるた杓

　枇征の小さしぺのに選択的に電流川良れ弓師向承あ3.しかじ(黒錨

　の抵抗温度係験はi l･ あ３ため上記y)ような高温引ま　そﾌﾞ)閃閃ゐ峨

　められ不参定状態となりぷこは　での刷子のＡ焼捜しｒしまうことか･

　あDJヽら凛り昨等の配置目よ同心の注息加齢嬰ｒ･あ3.叉右駁化ﾉｙ･ナ

　シヽ゛7A (Ti Os)　を型早比／乃至な/ｙ－1こ:一卜き浸さu二几刷UJ抵抗

　の急度係数氷正にな３ヒ云|よれてゐ３ｙ)

　又乙ﾌ)貯Ｕこ対し了整流子比か･軟化しないこい必要であ3.計自目

　誓束子比核料としては

　　　　　　　　　　　　　　　　　一牟λ-



　　　㈲常温加JI硬化1こよ３硬銅

　　　㈲　銀飼合金し晦郎)-ヽ∂.２.Ｓ-’Ｘ。)

　　　に)銅フロー乙,を金ヽLCr t?.^ぐ犀，了£必Ａタダ)

収)銅シ･･レコこ々４合金リ! ｚ｡ ∂,２かχ)

　等かあり　｀£の逗陵使用温契服度はk <r /zoC,ぶ・・C, 230°ご，

　２ぶ)・ｃと云はれてゐ３(μ)か･　飼クり一心ををは高温で･ノッラ･･Jニフj=l

　クHE貨け笹流子庄のアプター,レ仰吝収支麹し易いから魂|可しなしヽ右

　か無難で･あ3.従って上記のように２。・こ乃至それ以上で便用す了場

　合ヽは銅シリしコニツ４合金ヽを便用す1．

　刷弘とヒフツー･レの楼暗部介ヽも同様にｚｸﾞ)高温にさらされ　更に振物

　も哭けろから酸化して脚３みを.生しねよう刷了に銅鍍金ヽをしリベ‥ツト

　及帽二・アテー･ﾚと双ブしージラフ'をす３等７やなものを便用ｔ３胞琴

所あ3.

,§/.5.2.P日の振勒

　刷子の振動現知よ極あて複錐モあリクくり犀葦を含人″て･ゐいヽ･刷子の

　杖JI!不順にょいむの£除いてｔれ仁大別す川よ'邪淫振勁と摩接振動に

　な1.刷子の振物は整次柔との摺動接触を下冬定にずいヽら　整流を

思叱さ世て刷子壽命ヽを絢め弓．又無火佗整次官(h/ack band)・理雄一こ,回

　へば　垠動は刷了梅触可ヒ整流:i k,つ拍対ま度の最大値の増加いいノ

　ブラ丿ク･バ'ンド｀の哨4i,桧ぼめ３ｚ仁になる．

摩擦振動につい引よ　次臍でふれるとして，弾杜振動は刷手加舒次子

　反ｉの凹凸吋竹茫して占ヽこ１よそ･ﾘてこ･あり．持釦こ仕上げられた硲友子

　て･も前節て濾へヽ艮ような高這にさらされ乍ら高速迦祀μより

　心灯乞耳ければ合祭流子比.1こ多少の浬左上り乞士し･完仝ヽな円筒状モは

　なくなリ各整流引七剛こラシの凹凸暗謂応向ＦＦ滑をｔしり．直壱ｸ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一牟,3-
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7j至／タごｘ程度の腕を賎明発I宅扱の整辰Ｄ二於ては（μ" '~^̂
>り

〉くば‰ｍ.の最大|右同不平滑tホ愈ﾅられない．

院を桟明発電賤でヽは1回転教か満いから乙の吃向不彩･則こよ･畑卜め曼

けｊ力6l度は極めて大jlくなろ．ｚの不Ｆ訓こよ３刷子のも七･りの穐

相は，その場奈場恪によって契ろことか･考へられ３ひl　今これを廿/．

　　　　　　　　　　　弐／図のように刷ｉが整流１直申心から７
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整流子胞向不ﾉF滑

|こよ３澱けのおどリ

　　^1.3.1図

　イカヤ心まで行くj如=ラl-･ア･レ右向に|七向

不平一所距敵り'-mm.) P-け動くヒじtＨく

鮑紺は時向1二cE弦談的であ３と仮走して刷

子に貿け３加毫就の大略値を,計莽してみ3.

刷了�

　くに早すい手向丁は

Ｔ’＝づ貢-　ぶ己ｃ.

こヽに　4ﾉｊ発危痩の回転数詐PI｀1）

　　　　K ； 整流子吃の枚旋

であ･Sから刷了のラシア･レ方向の正弦波蓮動に於け３的ま洩ωは

　　　ω＝平χ壬

一匹匹

　　ぶ∂ YiZlian/sec

ヒなリ刷:1･のヲシアIレち向の扮く距侍ズは仮走1＝より

　　　スこ＝ｇ方Si r＼4/t　ひ，t

　　　ｘ＾　-７Ｔ-　ｕ/＝＾　Ｓｍ　ｗｔcン,ぺ/5e.c゛

即ち　1:。ぺ・=＝，舟ωユ　り／なｃ２.

とな３．故に刷子の可け３重力加佐皮陰紋の蔽大値は

　　　　　　戈:y八｡μｘ　　　Cr゛フj7－
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とな３．例へば

　　　敢０t向不平滑ｊｙユ．ｔｘ/μ･htｔp://w

ｗｗ．助∂R P/1

　　　Ｋ－ Llkk　　　し

の発電機に於け３刷打のｔけ３今は　これらの値をC / 3 / )式1こ入

れて

　　　今＝と)。j'Ｘ μ･‾ZXぷよχ／ｙ∂ＸとBi>ooX　なｔｊ２

　　　　= ^o.B

とな3，その吽の刷子の受け５振動数ｆｂは

　　｀　九･＝廿

　　　　　ａ (ｙＯＯ０＞　　cl＞Ｓ

で･あ弓，勿論これらの値吋前記の仮定に巷くものて･あり正跨なものヒ

は云へない加　Ｕ

大さな衝喜を哭けてゐろことぴ剪卜．

従って刷1･瓦バフも一般概より高く大略仰丿至いり吊Ｊと車輛用

主電動機秤皮=にとられるレ例へぼ上記例の発駐機に挙い□まりμ７ｘ

巾Ｚ？ｘ長２,7乙一の２疵化=已リプデン系高々友処理刷?Ctf /Xfr)を

用｀心￥りのM'm-iit:1ぐ即らヤリrル･t２)を加｀だ．これは刷７陶

重の帥ノ２・倍にもろから前記計算にた絹打の受け３重力加足変眺紋

り，字印こ充分ヽ耐ヘラ３値で･あ３こ七も呻/ミ

§ｚ j.ｊりt支の琴動

　鴇極更には肺q§巻線をけした発を賤て・刷ｌｔ受何学的軸i J11にをいた

　場をｔ･もその電気的中性臭が夥勁し　陣果ﾋｰじc笹浅を引喩也又は

　舷ましく､ない外卸特4吋与へ､=5こいヽヽあ３から迷鳥を零す3.航空隋

チ∫－



　ｍ発宅概て油遇ず３かか３現象の知7･1を下記1＝示す．

Ｕ)摩揉係放の拍と　　　　　　　　　　　∇　　　　　　　　　レ

ニ航を匯用が紅発電賤に〉自動電圧調整器をつ)ﾅ,てヒｉい多二乃至耐久

　還転乞行ってゐち時し冲しぱ発電跨の和畝准衷か詩力ヽう＝振勃す３こヒ

　酢瓦ざ．才/,3,２回のオヅらココブ'ヲ乱ま例(.む)幻蚕厄横勺こ緊差ちな

　　　　犬　　　　　　　　　　　卜刷子を|羽い七地上條吽で･全ヽ頁
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矛/.ヨ.２図　界砥暇友の叟動状況

愕退転をし/Ξ時の界磁電燐の

良化状･双乞示十したもめ気　こ

の場今はｔ合乃至２ａ永の同

餉で勃々･タヶ/ドｔ勤してゐる，

2.かような場今時向のを私ヒ

よﾚﾘ自太にその現象加消へて

しまう場今もお３加　又その

振巾砂更に大がかり咎宸4E悪,fnｾﾞ:刷l･寿命を滴めｔむ,まう鳩合ヽも

り大

普脂回.賤明発暇機り刷引吊将器にj址眠型乙hraU;り叫０舛7い

られ　恢動敵の高い普邁の摩擦振動は余り問題仁ならない分･矢張り摩

様係放の支化か･原因で凋期の長い摩嫡振動乞起乙す'乙と加あ１.即ち

一印こ刷了の摩擦係歌戸は刷子のでｽこ玄奥や略流子の政面状態かこよ

９て変化すｰれｙ航りと吹明刷子のよ汁こ湿気や湿戻の広範困Ｇ夏化す弓

雰叩気て･良明す３場合は登胤予裁面沢態即ちμ川史用ヤ大きく変化す

る．

iJ'lC D 3 )発暇暇及び例（ｊ・）発暇機靭表視は印 ｊ．ｊ．１表及ひご･才

　I. I.ilkに例示の佑餅

μ
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例う片滴夕席原作刷子腿1しロ:地上乃到＆高友條件■U- 1I|£す弓よいJ，

　；　トI　　　　　･..･.･･.･..･.･.･.　　　　　　　　　.･
㈹卜　塾霞旱岸膜の生知二よ’けの層辰段マ弩く臨石岨に･衣柚ヽ

　■　．・　　　　　　　４　　　　　　　　　　’　　　　　　　　・
整冷子面から剥･砂にてしまい又呵ぴヽ皮膜会式ｔ妬め３現泉乞丿分ヽ前尨

乃至数辱同程（の周期で殺り返へすゼとぴあリ，元の場を摩稼係紋眺

って刷了とあ言の梅触後端ﾀﾞも同時･７由叫肉に竃化す５１｀ふ,Ｇ．

一般に刄けど整次１の接触はその摺動面の卦･面びiはれてゐ３のでは

なくｔ流垣廉ｿをそ卜の中の極く一部外侑謂へ貼.ツ面を冲削こしてfjはれ

　　　　　＜ニ　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　＜∧てあ･ﾘ従ってﾉそこか･電気的中徒禽とな３√……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　７

体･=･て｣こ記のような摩撞係靫畢ち排触状■り=度動恥あ弓場合･押佳良

の移動となﾘ＼促つて電扱孚反作明の必:置も仔ﾃﾞ動し　その直軸成分ヽの影

響か･界磁側に現は八八く晟　即ち自動電圧詞整蓼をﾆもった発宅扱ｒヽは

界磁會友に屯気的粁りの抒動に見合っ五郎い呵はれ３ごとにな亀

躯を幾旧発電機で,赳/べ2. C/)'C-･述へヽだ上うに刷子厚£広くとワて:を

り　又j /./.＼I-示したよ√に電気比破荷政こ加高'《なフてみろ沁め

甲･1生姦　徒って電機了反咋肝の移勧1=･J極めて敏柘て,あ３．

谷人y．２｣司の鵬今について｀eの恥磁電流の変動中から中桂矣即ら刷子

接練3tの那絹紬

　　界磁胞流刻じ中乙９‘゜ﾀ. 3 S-･ﾀﾞ犬ペア

　　屯磯子ｊｉ　　ｐ　-＝=こ／Ｊヽｃや，

　ニ整流子直石　‥　り　゛7j＞ぺ

　　君気比坂F4　・え・ｃ＝な叫アパア･=7ンダ徊ツ似

　　ｔ随介巻察磁巻枚乃＝＝＝お　卜二ダ

でヽあいヽら彭群Ｕヽめ中佳気の移動距艇謡心・ｔ口｀れぱ

　　¶琶槐１剥け1の抒柚今ヽ-＝右・に弓なＴ

一仰-



１

　　界扁アンベアりーンの変化か＝△if .Jp

ピなり　この両右£芳しいとをけば

　　弓＝丘二互

　　　　２-・恥．
　　　　吸

　　　＝万　タｊぐA8'C〉|

　　　　匹れ９

　　　゛∂．∂μユ治ひ,ｔ

　即ち摩棟係数の釘出よって中核矣か澗期的にい乃至心-・ｘ斗

　柏してい３こと伊判3.

　Rjjｚめ場泰祐極及ａ瀕喰巻縁･あ自定バ４７電楳JI凡作ｍｊヽ･ヽよう勅

　すｰるμめ経路コリレのリアフタンス貯圧ヽ捕咳’にも下均ををLｔしべのた

　‥めに整流乞剔ときi£5 ･-ヒにな3.

（μ）掬秘起磁力の下直当

　肺拓起磁刀の哺iか薗もて･ないと短給コイルに発ｔｔ３整次電圧ヽら　ヒ

　リアクタンス電圧印の均聊除破れJr線整准からず゛れて刷子椿触面のを

　流密度に比寄り乞ｔすヽヽ3から前流授受の中･Uで･あ５電邸特挫帽よひ

　動し刷子移仙ヒ同一効果をjjl ,へ．よく知られてゐるように掬撞加右抽

　磁束に増減作用を剔１寸．この唯め自動唇圧網笹碁をもっ瓦全電機の

　界磁電流は影響を受け　しわヽもその良合ヽは可愕電流の増大によっｰて強

　ま゛!力ヽら発嘔吹の外部将徒に複巻桟を与へ３こと1こなろ．

　即ち坤桜起磁刀や強すきヽヽ３時は萄岸宅流の増大と共に界磁電流を減･y

　き址３ねヽら過複巻将徒Ｅ示すこいこなりその度今はあ回転時に於いて

　特にけんぷてヽあ３．又逆に掬極起磁力か･弱すきヽる時は元末の伍かな逆

　㈲複巻tいtを更tこ強め最低足格回転数（L3こロこな3．

　航を拷田老宅機では退桔巷杵技は昼電系統を下参知こレ又並列置転

午J'－



セ不可能にすいヽらニ|暇に某£ぎれ７り庁･又差噺複巻特れ才強くな

ろと卜最低定格剛見分で支裕司有か力力ヽらなぐないら忿怒を零すヨ，

上記現恥の実例として俤因ｐ社製灸電機を便I用す３と高Ｊお時に　ゑ

統官7Eケ大きく但動して不寮史に々ろ現象を享脂等加調杏しりと吏

登載機の外部特挫恥遊榴巻μなってゐただめ高回転時に電圧恂整器か

不岑定となリ更に賤上司吋の一部に入力宅流かヽ僅かてヽり1あ３か■mifii ^'

5機器０圃巨てゐる/功　t:f t ft.'の下安定£増･pしたのか原囮と

判った。即ち発電賤としては定格匝1転数範回が宏いたが氏回転でヽの出

力不足t硝う目的でヽ掬掬い弧屡以上に強めてゐたのか濯因と冠はれ

応急処置として刷子位置を僅か進め過複巻将柱乞修£すらZk.ににっ

て不安定状略を肝消させた，

§/. 3.媚将斥命　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-‥

　0）整流判定

　　航を代嘲発砦l機はその回転ｋ　萄埓．湿嵐　高度才紳な範|詞に灯化

　　すｕヽら察流状沸の判定もそのj使削全ヽ範剛づ亘っが引よねぼならな

　　いかｿ¥.れは至挺の二とて哺り疋右当ず･sように無慧呟て･もあｙ

例へぽ米41－1剛t様が々て心地Ｌ争庁，室屋石を電銭ｔ盈転した場

参そ0 Btql:!ａ･･回転数の定格全範剛こ於いて刷子火虎は畑とか．一

広f豺以とてyないニとと炊定しでゐ３．ｆりｃ /･r４一即,ﾝ叶と３り灸

現は漢然ヒしてゐ３のて一応箭思状肪£J’れ才岬ｏの珈必乞と乙て

ゐ４加　足袷旧郭辰範田か２店以上.にもなｊので最刄岫7＝でヽ必号以

下じ厚引丿j大.坤介の釧定無魯は無火松状｀諮にな肘しぼなこ，ない．

叉をよ寸５レ：川こ（4引璋すと云ってよい程無隙隙参政賢め同格

　　　　　　　　　　　　　　　-+9-



ぷ

仙を.満足'こ･さなし1．牙にｊ．１表,j升/. /. / t』こ記載の発電扱の校例

μlつレリ'その遮倍試喰峡試品の整流状館£示した屯のであミ

発電梅
yy7cSy晟 １ 2. ３
沁卵 51） 愕 100 知 フタ 100 知 9r too

PI

3S-0O １ １ １ ｜ １ １ ｌ １ １

6ooo １ １ ｜ １ ｜ １ １ ｜ １

?000 § １ ｌ １ １ 2. １ １ １

D吽

2600 １ １ １ １ １ １ ｌ Ｉ １

35"0Ci １ ｌ 「 １ ｌ １ １ Ｓ １

6^00 １ １ １ １ １ １ Ｓ ｜ １

t7300 １ １ １ １ １ １ １ １ １

D13

4-5"oo １ １ １ ｜ ｜ １ １ １ ｜

6706 １ ｜ １ １ ｜ ２ １ １

93S-O 「 ｌ ３ １ ３ ３ .2. ３

PIO

2S"ob １ １ １ ｜ Ｓ １ ・１ １ １

3S0O １ Ｓ ２ １ ｜ ２ ｌ １ ヱ

今so a １ １ ３ １ １ ３ １ １ ３

航を城用発咆

残のを流状肪

(JECヶらzによ

３）

才/,瓦｜萩

i kUの整流状｀帖判定は地上｡繁守の室湯Iこ於け３もｙｃヽあ３ゐヽら

一応の日参とし７のÅ考へ３へ々でかﾉ,又航を機用概のように柚限

訣計をしｙゐる七のには裕有心ヽ｀殆んと僻されないなら　そｏ笹来状｀

簡の判定こb最終的には屹れ乞趨剛する目的1北のを嘔桟か適加して

ゐれヽ否かて冲丿走寸べ^きてヽあｊ．叩じ実概に便用して整流不良によ

りに５下聊か捕子及ひ雲表｡子の摩耗と財坤告てyあいヽら登流

状｀態の判か最府ヽ的口押け壽牡験C次項を半照)と無線r申宮試

覧(慢)結年によって決めら八３べきであｙ　八日 IE軋

用直流回説貯桟鄙吟苓芋゛如２。，1項に

　　　"循ｅ f(oai cr汁ｅ呻)n of success-ful　cotyiniuM+i'いｔ

　　　is　廠　♭忽弘　屏e.　<SinCe　c。れlmけ計心1　副50

　　　　Ciffecf3 rad'io noぶ昌　心川ｅ心�しtneh't　μ呵

　yeqml red -k)prc 咆゛‘５ａもjF‘２叶゜ツａ)かｍ以悩む011グ

りｰ



１

　とあ･jのもI司一迫旬ヒ影まれミ

収)　刷子壽命

　一浪に航を機用茫嘔哉刷子の最小有効茸命･J米軍一般仕様省('乍よ

　簡よ叫へぼあ柱能航を機に対す３場今

　　　地上よりｈｙｇツイードの向で焼用4'る場を一一一一ｿ心)賂向

　　　ヽぐ￥)バフf一卜より　乙仏“)７イーＦ川可で使旧

する 卵時岡

ﾋ.娶溜されり

湿度り２,/ゴ(勾を参照)等の最見條咋て地上，中向あ皮ｍな

フ１－レ)高マ度し勃叱)フf→)のふあ度疹けを.阻昏どc忖隋

命のな乃至パハ’一セ丿に桐当す３時向堕転をけった降果む｀ら

そめ全壽命を對佳寸３かもを規定し７ゐ3.

然し刷Ｄこ･班既　回転玖　高皮席の條一件力惶は３と　篭の峰呼に

よっては　あ３時向右に元の椿触状態に坂唄すＤ傾れあいヽら．

上記壽命試験のように最悪條牌の胆合せに抑片人叩塙友サｆク

･レの連転箔袈てこクスｙ－ポレｆＦしたのでは　実飛行に於け引受

用状態1こヽの刷子冷粍とぱ契った様掬を呈すぷ若で,あ3.

蜜芙　上記の刷子壽命試聴モ･不合ヽ格になった発駐機を実:機の僥行條

けを摸擬した申ｷで嘔吽向の試呪二行って昏播しそのち量産され７

支障なく使用々れ７ゐ引戸μあミ

このように刷了の摩耗現知才複祉であ効ヽら上記の囮崖挫心とこま

で徊侍てべ!３ｂヽ封しい閃咎であり．又一方上記規定のよ,うに殺思條

嘩で判定す３のも発電機設計ト心算以ｋの余裕,をもたそ３ごとにな

り　院乞援全休からみてかへって逆効呆仁さたすこヒも考へられる，

依つ７発敗機奴計為，嵌体蝸計忠及ａ咬南右芥ふ明係右か脇團して

ぷ1－



１

寅庁のぽ明知牛を摸親し　しゐべ椋幸ぞ差機として.ﾉ)互換桔を失な

はないような試喰峰什か悛し　それに従って長時向運征をほフこ

い二よっび緋壽争乞判文才３の坊-一番望ましい腿心れ３，

－52



秦

．

　　匈．Z部弟空機目袷迦戎の良格・マっぃ了

蹟言

軋空叔同感を核乙|ゴ学に小里のぞの乞珍ざづ

7し)るが征空穫の畠梅ぬ1乙ドよる晋行あ戻及び速皮の分大によっ7

冷却謀体としての玄気宏炭jク兼少反び萍皮z)上祁の比め冷即徒刀に1惑途

に低下フyかヽら才目y汗迪べ片こうに功りつめ尺設糾玄し７るる訟き概

閤老宕教引ゴそれに応じ了潜悒徽出力を刮推し仔川則定ん屁皮上

"33-



私

と基に:して画かれ尺ルの'で･あり，これら･ｺﾞ全てそ割安自首卜諏J･5貧

鉱な現康了ある∂ヽら禧々・硯定乞置いてこれを尚略叱すろごとにょっ

ヤ剤射生'を如乙寸る郎衣㈹を誘導し更特れが黄際・現制マ滴用1^%

るご乙び㈲忍する．けｚ.,j･，タ軋)

火にうい5章に於マにJこれらの石贈悦マ対寸る肉係式自刊いマ趙上舶午

で｀９データりふjヽら訂子にこつ了高ﾉﾌ次に於ける冷柳條什と発電竹

出力良格の肉昴,を支めろ孝演を超才迎夜用発電機之例とし了説明し更

ロこれによっ了得ら帆尺高度兇格図表が才一Jレデづテュード・ﾍﾞﾄ八八｀一

内７ヽ・欠刻なフマズめ削図表とに較しアそ頑膜が実用上桔原土l宋

石功のであ･ること石β詰寸乱

づ忖



卜

f 2.li:　発聡梅かれ高度糾

　§2.1. 1　定格と聯P

　　盾気機械の刎涜榴吻添い部他べたよ牡砂隋的首球基豹

　　づポ本抽ﾏｊリｊるが｀てづ聯陶洛聯・最高許容ｓ度心・７

　　七色｡jる4べ)やおらヵヽら　ゲの嘔磁気的設計旋びyか也翁砂刊

　　許寸場妬々≒。寸義吏管竿をｙ,り忿ヽ回しマヅ丿匯によ衣生すヽ

　　ろ熱の旗挺子段を附吋ろことロよって出亦諮捉増加させることが咄，

　　釆る，ごれを｡換言すれば月一出力走格の刑防緋対しての釧率的口帆

　　軸妨段をL妙吋るつとは蹴息贈干浙累にとっ７最が

　　のーツで秘￥のす洙及び璽憂ぎ最小にすろ片めの郁斜ヽ方法と太う

　　ことが｀註泳る，

　航空機に冊行中大気よ９空気も機祚瀕憚り入れるとｙ削町垣次尺

　　よる勤邱了所調ラムカ禾妾:往じレ。軋空巻㈲豹剖わ場亦ごのアヽ万ヽ

　　右利局し７空気ち発國卵首卵)通路旧甲込みぢ妙対優作局了i口靭)鸚

　　損久の対p今jE放散させこそ・ｸＵ節丿空冷蛸紬漸(ｂｋ球一aiｒ　c。出d

　　Qthera^j-oぺ)と切’

　　今扁こ･り型貼つだ暫機ヨヽ小鮮扮装のÅならず自然彬し蜘肩

　　及月餅払土弓月岡への肩体用サ引四馴が極く律四｀大部介

　　皿撹夫口微一脚座対

　　り茲制空冷方式了ちリバー朧匹路用恣れてゐる航空磯冊削勁焚の壮様

　　ぎ″町φこり型の肩防（を指兎しマゐる。

　　こが蹄丿空冷心丿放散されろ絹紬駆坐捧嬢丸高皮岑つ研う脊

　　巾なソア犬烈女にト5ヵヽら塵碧帯の出力更旛を沃史寸る主孕周田

　　條竹しマに1参入交気みそ剔転口潔し刑鸚入吐川面略生

　　寸石邱力乾空知り宏皮い七盤量坤｀和更にが陽鶴の回転数行



ｉ

の娠訟気貯設封絃介としてのふむ、らずポ姉行匹し碍係し回る.

之れマゐＪ，

このようｕ妬けみる､aヽら広範固ぼ准脚絣心すすろ柘駒絣淮出力

の八万剱有係を浚めること宙阿聯次計者が最小の寸為璽鬘７、

据頒竹邨る柏砂防設計する上にや芋呉るのは励峠ぶる凡紅

些祥司腸艇ﾅ者にとツマ七こ尹首弁卜よツフ広範明の到丁㈲帖対

し了中全に戈緋出禾る悟好:知る２とか出乳更口ス膜伴畑席ッ

入几肩爪空気が四鸚回導入し牡)流逮を涙じ｀るごとは勧題釦望

り炭列大眺力作と片部抑か伊いける２球ぼ勧｀ら

･呼々他気貿のよ9轟ぼ贈冊ぱ概嶽奸和物糾よい冷却胞気

系統硝街す5上ド肩浮石ヽこご｡とで糾。

　　　　　　　　　　　　づ6-



卜

§２よ２　備則宣冲

　肘節７述べ片よう川緩液回対す伺妙丿空冷，・、治原は全とし７片打包

　気茄斐乙ぜの豆派宍重替）げ皮豚し，ぜれら副訪1椅め侭押お列

　諮皮及同貨）聯紅μ拾ける冷卵玄気邱し燐応リッマｊ忿る必

　りで河ろからづ烈寥妓白祚の仰哨叫妁果玄扮岫前ｒｙれら口っい

　7旋此寸気

び)侭打疹庁

　堤皐一殴げ冲肘されマゐろ祖糾好建君昶・り杜威參仙才肢芝れマゐ

　狗降汝峙試｀廃惣糾中，冷却玄気。折釦即妙寥あのぞのはc,政

ぎ
Ｉ
゛
゛
ｏ
ｏ
叫
）
赳
袖
２
　
　
　
０

　　　　‘逢坂rﾏｯﾉ,鳥

(:級発電桜ヽの砕行範図

　　　才２川目

？
～
即
必
唖
卸

－5゛?－

○

　　　速瞑(１ツハ敏)

Ｆづ)キJ・政行範回

　　才2.は図
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参

　訳し今二これを:例づダ蔀湖絹侑莉府の走理乙こ、冷却胞或漓皮を管に

　/り／ご上げヤ心ノジマなし将れとし斥賜合、で判昧玄磯め双居肥回柏す

　ぅ箭兆涯浪歯紅破72ぶマツハとむ-マツハ片巾7屈ごず，誉寄養の耐

生
辰
取
八
ａ

　
エ
ン
Ｊ
ｙ
ｙ

づ

包　　　　　　　　　　　17エッジｙ

気　　　　　　　　　胆

賢　　　　　　　　tヽ泗駄ヽ

φ）　　　　　　　　　　　　㈲

　･^ 2.1. 3図　丿転F空気否応

一銘－
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卸らＥ普退少

鋒判丿通冷俘冷宵玄淋圈すろ。何れ煩闘沁ぶっ７得られ名ま郷

淑ら塵体爪々却生気取，入ロド汁け･も会瓜より大対郷吉引い筏そ鴎）右

ぶ感鋤糾侑す拓力差とし々これを

沼）磯休取入口から発駝機入口までのダク目付乃奥力降下　　ニ

仙）把暫祷向･ｸ犀力辨で

び）刎鸚の聯睦気排紺れ廟!!浙の外厩邦，埋徐はエンジ）宣）

　　　と大気屡と削刻り差萍ヽ

卜小記すぷ。カツしマ乏ヨろそ前掲入口艮Ｆ出口酎頑侈拓力勁以

り得ら九る通風動こよ･バ発電檎は嘱釦院倅幻

冷却胞気荼嶮の中TFの一ヽｙのオリフ以，と与ることが｀出禾る。

勿ろい図の即す疋左肘いる低勁馳竹い了は合弟坤す胚力差が｀

ズ３くなしでら息靭知マ与へられろ遡UE肩上記の即）席次禾うだ｀け

大お寸る目訂回jFヤ削力μヽ排胚を小芝くす句準が漓る，

￥・!）たがマ/ま空気取入ダクト御は出禾ろだけ短バスベごイ尊の数／）

少な゛いことが安ａしい，ヌ，弘り場合

可T成｀り高く従ッマ化拘部力差は粕汁体つ徊ハ・-ｔンハ助な弓場

冶ヽの易ろこと聊酢慟験め結束とレフ報告ユがマゐろ夕りこ９府政避･ﾅ

恥

殷於仙マ放ボさ廿れば上記のぱ）はダク臼マ於けろ部首痢矢頃L小

ｍバb)が増すpヽら匍旧げふえ溺聡機が図椅玄四うろ飛高Ｆ

行高皮玄刺デること沢加東石，ｲ且しごのシュラうけ吊いる方向マ

は童大几吹陥が｀ある。即ち池上屋何時は放題ぺぶ摺訴がぽいがら

冷却5快取入れダ外でり斥ヽ刀降下にｰかﾌて発雷梅入口卸り聊

が大わご　匹底く狸ッマ徹強訥と瓊る空気は虻庭し，離陸上可し

－ｙ9－



ｱ旛歯ｑか麹端反ぱへ･)更に,1一時空気測眺が岳くよ纏を

jLア￥の后はエ倍加巾つ庇れを得るＪらμなる．樅っマこごめルド

は我老女７肩行中け{ﾉ元参りヽ冷却遡恥受を与へる尺がマ,匈廊刊ファ

八内果し朋陽射こ囲うる･呼が｀乃乱φｙと忖が匈㈲回蔵の

蚕丿型ファンは低高度で/恚有効が秘がヽ高次かまTりと拘佳気窓度

がへろ州レ々れの作る豆風声は錬少し高久

康之.訪参頴)こめよう尺し了㈲寸鴬(マ竹７は大陽脈啓物ぺ利用さ

れる暦力差は暦亘り追分入芝い処Ｆμシュヲうドを用し咀場合で全拝

り有効加力差の約匹ヤむ/ヽ叩直ﾚヰｴﾆﾝｼﾞし宣淵非気寸ろ場昏で

々ノタヒり彭ビ‰却封イゐる，　　　　　二

次タ蘆時り高性向齢竹けろようにｙの気

孝式｀のように吉ヰエこづごの空気取入れダクト申の全伍と評恥ｸ)差苔

利用寸名才攻ではｔの亘阻量が不ゆ芋に大急く僕っ了廟才ド与え

る北力七大似なツマ不利であ乱従ッマ超音速夜では沙弓/丿月㈲

匹示すＪうドエごぎ上浪入旭弓削ンぐカデバ=一寸部で一有限出しマ

刑隋に導入し予が②討b較匈背層痛ヽヽ平ン匹冷卯片記次空

気に放出する方法とどろｌ･

この型φ々却方岑を賄爪お趨馳ヽ詣右堵載友ゐ引隷び錯速機

F-/げJT/マッしフサの入夕煩釦)応款左厠いて高度タクタ刀づ逮

度zバッハ圧副該代々,ク刀づ速度えぶマッノＶ崎:の各部．胞気

満軋犀批流軋光復左尿鉢気状鵬7於り７厄前吻頑物ヒバヴ

ＲＰＭ／)場合マ計享すると才ろ/バ表及:び｀オ2.□表ブ)額くなる・

ゴごに番号を付し刈軸ｱ空気罰路の各部は勃２ツタ図/マ蓼す機体のエ

しジこン・コンパーリヰ心向ｎ下記・場㈲左指す。
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見 ｔ －55 5a 祠 阿 ２
Pt 阿減 M､｢1 |吼0 12.4 μ,ぷ 10.6

,6P ‰a ＼?,2 4S.午｀ 22冴 2.b3

融 (1) ＠ (?) eE） ⑤
Ｗ｀ ぷ/μ ″t･32O 勿20 陣.7 1り み5゛

1ﾉ｀ f狐c 叫９ 聊1 2ぷ/ ぶ1 33.

ち ｔ 哨 6Q 肖 円 明
Pt 照応 (0.3 9.3 S゛,･“1･ q,λ S‘,∂

卯 ″1吸
切･７ 2?.8 お･.5゛ ｇＯ､Ｏ

冲之’/゛/表3抑岫べｘｏフハ　　淘之，|λ奈鴎即萌－χヽ，２.０マｖ；＼

　　　　　'ニこ仰堵仰を気　　　　　　に於昭々却空気/系統

　　　　　乱゛｀'｀Ｊ各や‘')値　　　　　　　　　各書即値
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　　　ｊ
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卸ろ/。夕図Ｆ-/勿夕丁の漸又冷気系統

○
③
　
　
母

　　　　　　　　　暫　置

緬ｅ寸noim : 埓inね匯の前すて゛それの影響･り知･鳥

emine compressoい映ｔ：琴電路冷叩空知取出ｏ附£

^ener^for Coolinaのr cJMctり猫奏：ｅ？加ｃＱｍび･りｎ〉「

i心t ;,ヽら，分収夷･埴L危

芦回耐z,r ｃｏｏり0.1r Juどtりコ忽斟馳電梅工片ｽﾞﾊ゜少卜
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　　　　　の庭前

　　ぶ　光電放心方のｅ叩心ひゲ≒柚・が：亮を祷排気の影響

　　　　　を受けない処

即ちこ2／)冷却皇気系統７は辻タノフャづ/丿マッハの時歴聯卜は

妙乙り冷却空気が几か即祐ｔ与へられﾇ、け印β刀う之／フッハ

フは　//パ／)所却空気が滝尹母柚諏へられる２とび判る．

尚こン)労戟り高々皮では発言怖こ諸当７財畦気玄与へろび旭坊至

極く佐高文で薗速が小さＵ眸九才七/湖可の２か空気ﾉ､ヽ｀ｲﾉ心･ウ

ラップは殉んど則じ七ろるから⑤卸死は大気瓜ド額仁くなツァ茜｀

り　粧ッマ断述／)洲古式で老樹聊吻紙をふよラ尚F｀ぎ囲い７碑体

外ド放出芝七ろ場合ヽ趾剛斯が酔㈲端にいろ坦は剪乃至聊マぼ≒

ドシフは冷却縮飴マなろから冷却所ファン右繍ス爪ぞ⑥陛之

匹ぶ呼が画ろ．

§2.1、3　高度定椎図表

ど/)施　早

　裂並／)高株能愉岫りて氷に飛　行発前哨寸前記4'乙夕バ２出述

　べ尺よらｇ倚却空気系細端轄ルマ荷備１･札、同節帽に示し尺志度

　及阿塞兜の広範鮒７便所芝れろ．ス略婆浙／)召柏閃謳兜廊居ぞ

　節灯トフにtぞ川互騨散舌広逆㈲に碩つろ．従ッア旭上京告才けるの

　ＪＪら呪これらｙ)広範團川更用ｲ糾ヤ廿け刻節岸冷片溌電贅の鸚

　的許容出町庖糾こと/縫電檄設計粕よヽ勿諦柿本／)設計者尽七斯早ツこ

　涜は尚之バ／ｙむ虫べ片白ド心ろびご士らの向俵玄図果の形で琴し

　尺｀い)が嶮史史拓図表ぐ�ZバLu:le. /゛かツど'石バり７蕩ﾖ5.

　こ玉け齢ふ貧濯研削かEE不壌嶮力石C始ｙ仄ぞノ)芦豹聯勒外的



持性／)一蓮の妙齢右線廊嬢貼付け7総励水和書し尺そノのであ

乱￥の形方としマはかっかど々のφりが｀提9L(籾(J翫7刎が現払

鴎米甲一破丿士普ぎ/)呻片母一んがぶご指喪ノ)臥師謂加ｃｅ

phA.se <x＼＼け面ｅ　心加ackart　に大体絶一対しマき７ゐろ。ゲ

ノ)－タ胆しマ例の3)箭を機づあ皮塵咄C回表を江乙､/洋/卯謬生

ごの郎削っ肘左上ド示す潮可心面誕辰図(むr F/９ 如汁　バ

μe加一ﾘいぬ乙乙悩ｒ４計eりSfics)とゑヽはれろ吊のでノ愁敬磨入

口出口向ド与へらμろ通置層　乙Ｐ体冷侑匈乞パｙ一タと

ｃ７高良作-∩式1｀は￥ダ)大気匝P=しど/クジ約と老若聊寸を鎧

ｓ々却空気Ｗｗてぷ4小風｀い巾映り脈管に対寸幻ヶにド直

川剣伍を考にけ７ろ乱

布上ソ)線図は/副哨㈲(恥叶十心心長にｃ脳汀　沁柚ep iY＼o-

Jｸ杓４削に　characUバs-^ics)とｚ､ぱれろもの７発電贅入口め空気

循友し圧)１パラズータいて玲卵空気厦万と　ｙ祁肺卵胞

作剛マッフ　嶽鸚網史の専命玄礁弓う引財卵㈲綾了火舜

氷態になるように細i;皇１れる刹を樹鯵、０氷ｒ織｀いは荊談合

沢崎の時め凛矢節用゛すらケゼい値仏心飴紐示しアゐ乱

珊台y)右下の癩菌は出刀前図(ド、ヽﾉ5バ)呻け・ha^rt　ヌJよ

　ｍぴ乱川ｅ　印ｅｒ川丿叩　ｄ４皿dlこレiS十;ｃs)と云ばれるみりで

・ぞ剔麟庫凍服紳巾とﾉ､・ラメータりマ　老電茜順夫０

　と徊出刀ム侑７、尺Ｍ或｀いは全贈胎対寸るがーセヰイ釧

　の痢係左表ばす。応光蛸剖靭時は痢㈹率ぺよツアぞこ／)両者の

　脚玖が安は勧｀ら万率r. F･ £ノリメータｋ戸場合゛巧乱

ごの図表の読みナは囁鳳線図と鋤焼㈲膳部及び側櫛田乙出力

癩か)擲軸行戸同一管芭訃－スケづレフ画い仔ろ以ぶﾉ政襖
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及μぬマツなげ｀れぱ尨軋退職し貼冷却空気･り入口盛友及び｀回私

数から￥／個

例へぽ∩吋記々ｚ、/よ図のよう叫妬次定袖ぢ表玄そツ嵯電梅で､菊れ

ば

（μ）

に
３”
‘

地割卸忖勿わ膀却空節皺玄参ヘニ5場合ヽ／タノト公／

燃紬衣即ち/訓Ｊ)玄出す付け苓立瓦巴は齢徊け

Ｈど。

高皮句勿ク１づ引肺壇気の入口剱胴そぬ。)時垣匙

廊がｚ脂ヶA/Ｊ樺られろとすれぼ＾￥の時ｙつ発誓持最大許

容猷力け皮孫出刀り約勿がーセ斗，洛ち約叙吋ｙ)

てヽあるごとが判弓．

副　吏祢沁験

　　こｙ)吋舎はヽ前記，米郵士凍岑によ九ば実測によッァ訂めろよう汐

　　現走にを几又乾必残仁心)廊斟抑申７は吋記３疾研の凰

ぶ'5'一



后すいょいｙ頒京の努９脊引1高友ド刄位剪曾刎ｔず又糾

測皮敗釘匹示ッ７七佗冶柿試映と㈲時にば行へｙし才ら　抑

栄悦聯肢し７尨上脚竹抒う,

匹よらぱ萍糾、らあ郷浙厨来を布片才る尽めの測完膳を旅)る

ドは付記の３物捗妙糾ノ川マ行礼卸らまず茫上侑竹節蔀仇

Ｎズは力率戸をノ、。万ータ�禎聯砺妙、ら仇方Ｌと禎失(⊇
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　　弓よ引忖うこ=ごk2坤孝７馴。Ｘ部碇條肘ヽ脊剔涼㈲包蜂起

　　氷択態マ詮し良后七岬れと磁洽才る艮乃に史分尉袖哩転擲もパｌ

　　とが屈宇で方乱更にス高がり牧羊の同囲條什を官更寸弓診ドぼす

　　－Jしラヲユード・偏ﾝﾉぐーの寥核及が炊蓼星が大５い力ヽら時向わ，げ

　　て除々Ｍ判雅定をほ９とﾁｬﾝﾉ,”－び贈きせろ悉れが為ろ。

　　このよﾐ川余う試踊心膨大詰叫竺陶乳勢力／勣桔参すＵ｀ら

　　加納晦㈲)㈲封肩紅吻叫顔を選東し７鄙iと回数太絹陽ケ

　　限辻め引・勒呻祚濁ら。又柏豺㈲?阻鈎剛Ｕ㈲弘水伝，

　　達紐:祠雛耐匹め那謙抑端酸㈲こら特除郷がヽ出禾

　　3ズエヤスター岬しーダヨこを迪ﾅろように寸べ３７ヽあタヌ，冽足値

　　の力感姓１確認ナ５跳験ぞ賄時作うことが少晏び

川剖鼎茲

　ご程ら尋X湘胎便旧寸訓鯵隠圧火筒ま鄙節･卜は）ふ/,z図のす口

　　勾ﾉのでyぢ石。即ち才－)レ坏デエーか･ナヤンノぐ一内ギ匯｀力)。

　　1賄y空郷こフ汲びフけんや凍榛により徊蜃し。歴宿銭ド聯餌弓冷

　　却空気プ)淑女はブ列し齢蛸聊及ジアジコー）レ・臼イフイ入饗良

　　莱麹々より又亜鳶量田しーツ，アロアの贈回収ｙB蛍からめバ｀イパ

　　ベ・ノいレデマiり調剔甘っ7行ｙ尚街即妙・シュラ吟自萌防的

　　ｒ･|よ升川｀'一内刃邱｜と同-であ乱ベあ凝羽㈹誰准気芭ﾁｬｙﾉｙ内

　　目差瀕さえず｀出未う丈有畑ﾏ妁煙さぬ非万設けたもケヽ乃乱力

　　乙/イ　ふＺｊヽ。ぷ。/｡則別ま大ﾉ勁一々ニンバ｀一外郎り駆効及ｙ計測

　　瓢ケンノや湊川縦列蛾卯坤戸

　　外訥碓氷不工，
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冷却空気が験:ど＝μ訂づ浪浪’止りﾀﾞＪ

豹鴎ヽ入ロドれ八琵所気疏埋ｙび＝√?jJ]Ｆ　Ｘ芦・ｃ

　　冷卵胞χ倖哉：ｑ° ｇ‘／いﾉ゛゛‰．

　　　　　　　但･l　ヤダク順｀面積叫り

　　　　　　　　　ご補正係教

孜Ｒ雌障気廃影Ｔ＝夕Ｘ以ｒり/、λ

　　　　　　　　＝ぼパに乃知.λ

尚PビFい正=16rげ値玄うるい)ド匹・トー管は必電桟入口から首線

ダクト/尚も直釜の３楷の処の中川７置をχyｇ)ダクf･つ上流も

相当距厨直循脚て酒石２とがぢましい、

(庖度ノ)測兜)

酒斟納肩靭叡的専句抑こり材墳､とぞ祐唯中・最船歌佃ヤ

(んit 5Pot )大彰に認即｀ら発剔畝勁眸が歌側もまホヅ

下・ベダッりこ冶朱ｌ丈丈ﾚ､場汗？な訓tろべ３でヽ石乱

即ちスアータ匈７ぱ出釆れは蜘丿子才畑跨圀ﾀﾞら俗節か吃り

コ卵レ中卜甘－己１ツダ)レ玄剃ヤ中ド謬昔し７万くがもしぜれ力x不

可他の呻ま唐物則コヤレニこンドの誰/町=こ迂琢ぶ丈血い処にサー乙

カップ勺レ玄装着寸乱ベアリしク≒Ａうづツグ回孔亙糾ア外眸呼之

く祠匯却竹-Ｅｸｯz°/に直付埓触さ:せ３Ｊ卜子糾蝕ｼ面にぶ禾

.:弓矢よい傭全ぼなまてすーモカブブリレ玄危め７玄乙　ロータ･一部

｀ﾆかホ好゛ス汐りドサー'巴カソフりしを翼鴬しｊﾛ喋伸し託７、1）ツ

フリンダヤタ陪μ諏鉱寸ことカ傭えられる肩桂浜脊ぼ剱渡ヽ卜は

ｙの空賄到嘱がＦい壮淘口ジ″.)ｙ夕胎こｙ)才茲/努可能でヽ

馮る．‘yれでヽホットえポ｀ワかの湿晨｀乙廓雀のも｀=s巻線

の平均捧炭竃参耽浪でヽ吸)起し７詩容謳良

-7r-



を脂認舒、但レこの方蔵繕:北烈り抄痍句陽賎･の励翻扨耐

してぱスリツフリ＞ダ雀将八寸梗へないめ７ヽ彭ら鯛礁匹唖栄ぜ

聯頌痢秒ら類激し唐細はtJl.33く/片参羅｀)励磁接の

ル剱特なこヒ心同鎚苅ば９か

昌:｀空気川}和川瞰匈かロータづま主ぞ電嶺ソ)ロづ二対他蒸萌

いとび｀恰紅/㈹ヵヽら宿上及ふ濡々皮７ヽ剖戈ヽ和嫡㈲弗巾)

睡に検湛悒冊ぷヽそれ苔勧吋れ吹め輝度頂支部叩ない．

強句空冷蝋｀の剰陽μ実影磯上回刎な4ヽ剛場合励歴參誓

右廊胞府タ陪ド妙倶さが庫肺態としてドホ牲蔵船ヽ弓

内却知ﾗｶﾞら列俗用績のみμ｀らす外周がｼ頑次対元､別辞p

ツｏ如詞耳卓及ｙ周回り向り瀬射円麹係す5．ぎし後明

形舶リ3倒可に順矩寸麦ば列贈答図にベマイあリヽ為り竹

沁袖丿糾腔考訂わ周回普伽示雇し慈勝残自伴り卵批に

匪私向し得々い、脈Ｍ啄桟ヽの全苛大は冷印郷い強鰍捌女

用で･利麦らハ止俣起し高皮史睨昧が戮水勿仮定磋倅し

マ作られマ･ゐ５．撮レ㈲個遡峠ド発悒馮建り歓齢付知リり、

桐云尊で憐発悒片卜とって参政呪文どちらが易合、心考へられ(如./;

タ（Ｏ参凧)又霜叶1マよ弓や認い前ヽ現しうろzﾉヽらこの校庭は発電

聯句創立７７は匍報哨肺伽引僕で高る場合ヽが多しゅらま図八

５と吋乱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II゛

従元丈聯X険価い７μ柏㈱冲桐はアスベ｀朴布芋ろ雖防

雪○燧愉麹蝕分畳へ四弗pもアスベスり計ヅに蝕縁

合に上記推剤導く條絆な四､しス伺現仕の糾釧邨計μ

ぷ引バろこと芦ﾉ呼でみろ．

八単ざうな試膜装置励樹測牙茲剖和バ働則ド斗求力ｋ高皮．

　　　　　　　　　　　　-賢一



　　定袖司表ぞ啼吃し７勃2./｡ // 図陶ぐ幻側面明度起音恵残ヽト

　　づ付心帽勁れてゐるぞ９捨例㈲)のヽめり吉示竃ご・つそ題

　　務の利生に鋼リが縁気系統･趙えz.２ど２バリ引方式ヽとし

　　マ例不しｋ｀い)で伸之/｡/和琢しｋ計皐岩果1これば｀侭御ゆt

　　jす;タノ刀うヽ／パッハぞ囲抄鴬散おタがＭ司万鯨l汐と

　　ル冒//了が/川卜図平慨グ与へられることにｇヽりヽら嵩皮党

　　膳図匍紹っ７最大又jヽベレ･似)出１が似せ｡ることがylる。スホ2./

　　之表によれば｀衣汐加刀づ乏zクマタハ？は//ｊを印,７か/仙の

　　聯胞気が与へ冰る匹最尺ぶ吋心をとれと心胆。

§２ふ牛　実諭行條件

　副突蜃行訳緊

　　以｣二説明し良高度定緋回表侈地よ一つオル刀石ブ･斡ｙパ'-Hiﾆｰ

　　高/嫉孫杵｀を再現しマ蜜測μ訓貧め政φカマヽ巧が喰際掃行試ヽ

　麿Ｒよ弓測定値乞石フてあ皮史榴図岩剔乍幄し或｀いは佃ハ上り・

　讃慟乙得た図未ど較正こ七んとす到貼りyしばしぼ冷さ此に／9(以J゛

　　潔し伺れも

　　(゛)箭¥T老友,電気的蜀紡等が９附が断｀ずふ劾に７外的予

　　　　　朔がｔ分ド得られない。

　　油)暉徊対光り引X外の蔀牡作用杓ろり，ヅ万桐及7ヽヽヽＶが｀一

　　　　　史しな゛い。

　　μ)加催気吏賢め石碑防腐定が雨脚硝名，

　　等のﾖ聊Jｔら劾尚かマバヲ,Jｸそが多く桔慨７Ｈ許方ヽ出力のポ史'ｔ

　　莉られなかっ託。歴電籤吻高,々戻/7廊戸究極奴ﾌ肩映ﾉﾏ才－)レ

　　やデー一卜・ヂ々ｙぐ一包｡嗣しロ・‘)東歌が写刺ｊ.れ;5所べで河3・

　　尚と記り)の伝能乍扇の？主なヽや引ま和搾陣差由寸ｉ柏密賭｀と皿
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　　やジゝｙ.り陶禎咄導で方ろが;ｱ;Ｍ．Ｍ４r、２・1仙報告？よればぐ

　　ﾆＬヽﾂﾄ･エ2－ジン唾寂さかべ庇居然ド渋いて刑鴨皮及ｙ泥奘か)ヽ

　　で誤脱酒荷妁い舛紬、惑覗概ヽはエンジこ.μ決まりあくび回り

　　差ぽ最大ぶ乙ス霜宥島攻即優釦個了ヽ老昼玲判頚荷の場冶ヽヽ

　　肺尉珈｀エンジンよ9郷友がｲ似叫加笈け箔芦な恪か瓦

　　こ乳乞地上７･順柾綱｀験回刎卵堵向でソ)授受刎

　　兪｀めに刑肺傾荷肺対鴻失づ芦伝糾鮮匈難呻Ｑ.のスヶ

　　‾レら夭々力＼ｃ包ン/｀μｙ４．お｀゜‾ｔン/｀/２凋当し了ゐ応・原t

　　つマ敵μ飛徊抑ド竹い７･球庶蔵認表い同に袖程皮の

　　誤あ晒名印必とぷわれる．

に)落莫

　　献醐表ぱ‘同印㈲ﾔ４組合せ㈲含り弓廊訥勿粕妙専部冴寸

　　が紬許広､出心肉係包皮匹ﾆ･ﾉめであるヵヽら刷子碑貌心3尋

　　命1拷慮芝れ７４７よ几即ち刷締営は有的尽素め･z･な｀らず島々嵐

　　ﾉﾏ澗す弓永苗気尽及ｙ酸齢傾シ)低月牲乏く㈲係すｌｔら畠攻史

　　諮㈲聊究め瓦めのか蔀哨判司時にｔ／ぶ.なり片こ恕赴の刷子

　　溥命哉験玄すづレＲテエートヤｙ｀一内7術う嘔苧が男乱

　　しゃしてわ場側司朗建坪とし７□高次及内線､のみらず袖

　　時の霧≒

　　肴司吠れる冷峠気は々め人にホ泊び前劾如飼ド莉らず応

　　ター依が乙ど標誘大気我勿であったかｸで高々ヽらそ冽lかｇ

　　一如゛c以下力乾燥色気1マＲワ７ゐ弓筈砺･=E;からで石石．

　　２､め託りJ2./.ぶ図祁蛍は常時一か乞/壇ち冷郷決ｙ)湖膏

　　/釦堵７この勁駒お吋うようド寸=3．昼勁ド御ふ/./忍区lｙ)

　加５かり玄旧い皆吽江を勃沼、/./S卸憚す．

一凹－
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t 2.2凛　通肆田生

　§2．2． j　　通風現象

　　第2．２、」図にj既空磯用強制空冷式発電機り）代表的例り）陥らヒされした

　　断面（交流発電撒の場合）苦示す・

　　冷却空気は把覗磯入口出口向に加えられ七通鼠劉ﾆＪレベ　スzヽ､・うト

　　⑤jヽら聚電橿に入りヤヤツフ・の凶ど威敢･さ氏そうｆに可境

　　軸八っ申墜軸り）内外にかれて軸方向に豊乱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸外周を豆る監

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気は⑧－○向でヽ

　ｉ　ｉ　　　心　　６　　　c c

第２よ/図航き磯甲発収穫内､Ｑ冷却か気走路

ベアリこ･グ。刷

子，スIDソプリ

ンクヘ整流子等

の周回を通‘ち

○-○池にば

更にスデータ背

鄙と蜘娘部に分

れく励磁緒を厘

り，主発９慌郎(口)一面向でも再び･か：バデ一タ牛卸，を腺郷及,沁味，

磁極向の函いてゐる型ぐ)七φではこめ宣圈を通っ乙吐出口から外司

に放出される。尚冷却甲フア川講蔵寸る悪電借ｔは芒のそ生批

カバヰ郎からの通凪圧に加はっご　冷却咎気を塞遮すろごとになる。

こヤ)堅気おだ呟礁錐を通５向に強制対馬こンベ看ヽ部り)発生熱量に

その接触表面ヵヽら冷却空気中にｲ云胆された覗機噂郎にこ持式られる。

また　この豊気は回転俸の周卦を差遣寸心，らその速度は通朧圧によ

　　　　　　　　　　　　　　ーりー



る軸方向濯分のゐむらず　円周方向にも与えられ結局そｄ)琉れは螺炭

㈹にＵ‘つてゐる．

他ち中な軸沁を通過寸乙冷却訟んこよロータの化㈲隔一部狐乙の内側

ヵ｀ら吸収しながら濃み最甜に駆幅例ベアりングの両側へ(J)田口から輔

かこ出て前記と同様愁脆機芦ﾄに放出され｀る、での豚運鮒豹すにＪつ

ては､その許溶制限温良までヽに7J:£駆動側べヽアにプ゛をそめ芦北換板を

通じて未だ比較的加熱さ札てゐこい空気ﾚご妓却寸るのて倆Ξが、又

ころ構造でヽに引割空気の嵐圧をベアリングの両面が平衡して受けろご

とに江り心通風足０高し湖でヽ七ベアトブ効プリースを吹さ出丿也

る心配が限い・

以£が見既聯心の冷即宣気声通巡けろ際の概要で帚ろバこれヵ､ら判ｌ

ようにその通風現象にげ鮑な管内の流社でヽは征くて

い１で)モり)通訟ユ直列に屯並列にも拶雑2孤形猷ｊとし（乙わ､こそ浙良

　　　体教抗七部分的に夫々異なる．

く♭バトト夕二川恥欧し乙ね乙から冷却加鉄の有効逓柏ユぞの軸方削

　　成分と切線方向堤分図ベクトル尋言なる．又発電概ヽが冷却フア

　　　ンを自戴１る瑶含に勿論てヽ･の３が、そ双のない場合ぐもロ一ク

　　　一回釈により発電椛内に瓦力が発斗しそ札おりヽｊμヽらの冷却息

　　　気遠既圧と㈲係して本米q:)えｔを助ヴ又}エ訪げぶ場合がぷる、

に･)懸図声部の損失､こよろ老熱μ強制対次回よって冷却雙気に試

　　　胆jれて湿農が上るヵヽらそり京畿が炭０り亘風ｊ(壇量ご)に影

　　　響を及ぼ゛すことが考えられる．

狐どの考慮すべき要表が嗜へられる．

以､下これら徊りか厄朧特性ゴ孵£与へろ２加煙想きれろふ要大

を実測㈲こ則して尽京しそごに乏配心ま則蚕茫出し乙実印二適半

　　　　　　　　　　　　　　一加-



１

可能ね;痢係式‘を爪為るご と｀を老え匹

否２､２.２　基本式

　丿二崖し7こように和芭禍内肺の冷却免訴四流れμ多くの複雑Tg現象£合

　んごゐるが今これ£内印に回組体も脆熱澱もない断面一泉めダクトに

　帳郵映踊非､としての冷却空気を元生と仮泉して通風特性£秀えてみ

　る。

幽妙式から

　　‾Ｗ‾＝＝ｒ･Ａ・び

ぺ1レヌう則から

　ｙ汀甲

改に習‾＝ぶ√座Ｔ石‾‾丁？

　　ニゐ1丁乙‾‾F－－一一－一一一一－－一一一一(２,２./j)
-｀）

- ごにＷ丿よ通風管

ス　阻

こと

　ｒばタフト内望気の急度

　んユ断面才気

　びは胤ir

　既μ,ぞ乾布入口ご'の価yし

゜骨　　一一一一一一－　一一‾‾‾一一一八{2.2,2.

に4Pは通艮圧

　　　　　町1弄ダクト内｀の液非｀抵底

しかしそ航亥核ヽ用発危機凶(Jこそ却盤瓦叫鮭しに於げるしバノ)しズ歌心

μ通軸溺､う範咀ご註ローター静止として坦って七/んオーダー程度

になり更に口一ター目れ辺)影碧蚕秀慮､ヤヅ声衝よ軸方向壊乱卵－

ター岬釦ｷﾞ分いべ外大細こ朋当牡有勿懸tといふら㈲胎ヽ

一別



炭レづりしス'が燃ま更に犬λなり何れにして七高佃ユむ勧屹匝にあ

る．又その通路心外する恂えだ向の影響及び断面急あこよる匯力損失

もあると昌はれるが　ぐれらは正碓に/J把握出釆抑ヽので弗視して冷

却空気の流れは配合に気孔し川し胤としかかｘばそ(ﾌ)時の煥体加九は

馳トJ-　　R/｀
－一一一一（２，２． ３ ）

　　　ここに(式　＝∂　～　a2タ

と表わ寸≧とが出来るツし泰も発噫煎鴇ふ部切表面は葬い壁面之老

えられるから　べは澪乃至察に迦い値ｋ老えられる。

●・

一
時

｀八

4､.

･Ｃ二＝二
　ﾋﾟ　ﾉ輿

- (舟口

ごに力ﾕ奇妙秀内部で表的通既?)曼

　　　　呻談㈱絆こ

しかるに

　　　び･,えヽｙＱ(:?Ｗ‘

又ここに取扱う見料頌引ま白よｙ記の関係に幻ご

^
-T- o.n「

　　　ここにＴ山Ｍ腕躯励冷却差吸湿を代表1る値（絶紳疆良）

孵こ恥･（ｘ;（、ﾍﾞﾄﾞﾍﾞﾀﾞ

この肉係をい､２､２ｊ）糸こ入オして

以

ぞ

-sz-

(、２.２ぷj〉



●

叉遡９萄ﾒ1､[])冷即な気の胆力及μ忠良の代長値を夫々ＲＪ､び･r之り１

ば

」士

　「

･ ● － －

- RT

卜＝ﾆあ - 一 一

- -
- 一一一一(Jl.Z。ケ2）

拓人八芹ト

- - -

都占

一一（２．２．ｊｊ

－－－－－‥…－－－－－（２，２，フ）

一回－

な
Ｔ

故に（2.２イ）刄び（２､２才）式蚕く２･２./.）賞に入れて

7戸二蓋バ

これを整郡れば

　　みこ比△ゼゼ　　万一φ　　　一一一一一一一一
　　／　　　　　T£

こりﾆ/ﾀ＝＝☆’

　　　、匹心土　　　Ｊ　
２－酒

　　びこ＝ク～∂､７す　の1埓-

　　β＝＝∂よ～Ｅﾀﾞﾌ

　　ぶ＝＝、ｸ､右～心ぐ2?

と･Ｕる。

しかし乙レイノルズ抜が茫分火ざく又受継襟竹の堅気遠路ヽ緋抑戌拶，

い面と考へれ･ぶて２こ３ｊ式の以は殆んど岸とみれるからi 2.2.1 )

式ば

wT＝＝ん卜五]戸ご，一一-･－



●

と限り（し､クォバい二り

となる

V７ミ七夕.√ｙ∇ｽﾄﾞ　

ｰ-------------------(■２．７Ａく)

否ク｡１.３　　発曼傑内見認の影響

よ飽（２､２､り瓦のｒよ抱莞構内包気の急度乙｀函リ、今まｔヽロネ屯崇

　吟に:発熱が万い承合を考光にが曳脊にぱ奇亀碩妓夫にJ=ろ冷印空気の

　温渡芯昇が決心ヽらｒの値Jユ発電倣興荷にエつて雄入空徴のそれ､k異

　る筈でＪ£、

　今息度Ｔに影響をふえ芯そ電瀞内蜜気の圧力P5励で絶対濃度丁につ

　いて者七七み£。

　几左冷却を気のを靭脈口瓜ほど出口圧Fk（人気圧八のイ均値と退

　へれば

　　　Ｒ＝恚とし欣-
　　　　　　２

しか訓二

亀卜

匹 ＝F)£も-PcL

゛几十肩)一院

べ

軸W

う

Q.. F)ﾝむぱ発咆徒入口の会圧

ベノ戸
しか駒こPa.と（・P一一既）尨を比較1れば凡ｏ大之い低高度でヽは勿諭

几謝ご△P一服）力ぐ函抑、ららこFkとする２とがぬ氷３しス胆な糸

遊として高々次郎虹り旧付場訃即ち　限がﾉに卵､Åり）大きい場合に

　　　　　　　　　　　　　ｰﾀ４－



於いても例えば例(川)発覚梅り実測値高度G5.000J･一卜通風坦

がげ服∂で口約圧吹は∂､押インう姻如にしか征ら蓼いから北郷辞

内空､苑の犀力Pjを大気圧阪に等しいとしｱご時の誤差は２/卜包ント

でヽあり可の測支潤皮口日史して無視ごやる、

即ち

行
一

一
Pd●.－＿＿＿＿＿＿＿＿

一一一一イ２，２,９ﾌﾞ）

と置くごとが出釆３．

次に発亀撒内空気の店度丁七っいで七そ札を玲や空蔵の発郵政入口温

泉丁いと血口覆征丁ｃ七の平均値と秀九れ了

Ｔ 一

一

下.ヤT己

　２

ここにぞ電機を熱糾問ヤ押㈲り篤拾ヽTeはぼぼし足とみ、ろ挙が咄永

又丁レし大気識隻と寸札ば高良萌六スビト以Jこ到ユぽぼ一足てブリ又

使用発廼團ｔ球色寸単座としての変化ぼ僅かで働う．ぐ高遠で殺行ず

る契機」二乙京入を気の合ヽ泉か極聯目畠く証り従っ乙塾

る冷却さA乱高温口狸うてこの仮定が成雀し胚くなった通合の肺正方

宏についてに隠２､２才を参照）　例えば最も高温の空気を扱うｃ級

発乾機子その熱的限界でヽ使用ずる塙∧川当ﾕ通常/付七（タノダ○程度

で浙Ｌにもづ穴ン（万ｙＫう以下ぐは発電猪の熱的限界ヽに征ら程いか

ら

Ｔ　こ＝ｃ。７冊ｔ－－一一一一一一一一
－----（ス,-２, /Ｏ

とした渠&ヽ自惑環境とＬての使用温衡ﾌ）全範凪こ対してＷの誤差ぼ±

2寸八､一巳ントでヽヽぶりその刺史梢良と比較しな凧肺米る瓦ずる、

上記O　、ふ９バ拡灸び（入７､/㈹式帽旬係を（ブ２才）雲に入八jりズ

賢一



　　　　ｒ　クくP｀‾‾‾゛’‾－－－－－－－－－－ごー－－－（２･.二丿Ｏ

とびり　趙萄（２，２々）式は

　　　　Ｗ四阿√匹て印二一‥一一－－－－一一一衣ふフ,/ユン

と乙:rる

次に(2.2-/2. ■)̂の峡用性釧

/才図に加高度定格図表石示しひ猷回)の直洗発印判と才づレ『

鴉エードヽ今タン/ぐ一内で会脅荷運倣をし客がﾚら各高度バ鈎隻豆入

口志度に於いて通風圧を皮へて通民曼を則走した実利但安心IW－

と吋(Fい衣))にアロツ川'れば甥２ヽ２ヽ２図の如ぐ

直限のJこに(おる，こ札を蛤こ直也ぼ

　　　　Ｗ＝卵nFk・ムPｙ討

ヒなり（ｈ.パ乙Ｐ加賜数がお憚り僅ヵ＼少ヽなべ7よつこおり，これは次節

でヽ漕潮する回転数劾果にエる七炳と考えら舷るがそ鴎影響は僅かで濁

るからＯ　，ふノバ）ぎは実剰値を満足するということダ出釆３，
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W = 0.8 I (Pa･4P）
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　記号
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　公

高求㈹入口}破(・c)

　SL

35',ooo

!50,000

　２牛

-ぷ５

－今０
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　　　　　　　　改●卵

牡2.2.2図痢印3)発も才知)通周特技
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・

召２,クダ回餌款勁敢

　次にロ一タづ勺城してねびこ如こ走旋財但に与へる影営について秀

　へる・ロ一ター癩牡が冷耶た気に切雌方向・琉良を与えろごとほ既に

　jｘ２２1二訃いて亦ダレリルズ徹よして汚虎したからこいて｀｀Jニに－

　クー回転に匹バ濁域聯別こ老庄ずる瓜力についこ核計する，

　これに巾コー？犬うコイに－ヱこドや左洗孚ライず一芥の街々にj⊃る冬

　兆健榔賄心設凱洛囚不

　　　Foe N-r----一一－－一一一一一一－皿-皿-　---( 2,2.､/3 )

と肛いしかしてこ弓内部発生圧斤ダ外肘より発電柿こ加へ乱邸i既

卯に加ぱる訳ヱ涵乙からり､２犬及びて２､２､／白式エリ

W' -滝か ぐ４Ｐ土下）r｀
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　肘握と廓/鄙ばの洵/こ協網叫沁零と,方Ｊ。

　このよｊにC火力刺客電典こヽばそり功力走路ま則屏j5部位が逆匈

　諦糎に八訴件1し前節(幻唄利止べ｀たよら片名部位/こおｔそ

　詞云勲俘欧剖何柿喪力,噪３;ﾆ:どダあ・からそ,ｳ協冶高皮走捺図農･の

　政樹朗祗於(｡ヽりしｙ川耶睨(匯)以鋤類歌/ぺって謀る･

　で仙こべし直淡将雷持司推庶子卵l頑にて路堤栃１剔ヒい聡:

　漸の禽化訓ﾘふぃ匿少拓，鵬勁仰綺伽こ振゛こｋぱカヘス

　ベリフ'ルク況/佃ぼ刎ね･μ九か'かとJX上に吻弓こと吋か吻'

　ら出付紐部位/こ/仙石か･・即ち匝帽れ=じりせ匯を誠乙χ有効効

　執茎い/河底曜祥子ｘ律泗俐抑凰前司に亙べ出力走栃の似非

　抑こ１１．従っ（だ徊云測頗沼り勾肥/叉一差ごヽ£ふ

　こ淑り到司柿を絢左り鋼り/ﾘ　いｃ成文宜麗則ｷ/てついて嬉晦j

　4ば　と川球舗診忖ｊ．λ//ざび九‘βバナバ妨上べ)爾ご･応

　りぞり走剱試葡りそ自知Ｗ値をﾎﾞ影湖尨県首Ｍ/レヤーｙワバ

　呻ぶ和こ婉む測が邸ﾅ/こフいて示ざ/j･うふＪ･・?去り如陣こ恥・

　ｙ)栽tｊヽ肌判うlj,にぶｸ柘剛を･に■UHKli ti iKヽμ心火

　てベアトグ収岫妨紬位ビなりりt以下の濤抑蝕礦浅甜国

飼紐糾劾抑/紅てい４．即ちこ，つ玩合ヽ賊幻琳ぶ刺蛸ふ範

　　　　　　　　　　　　　-I0＜?-
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　Ｉ荷を加へえぬためそ岐.発雪織ヽj側

　　y闘随ド斌３まて･列丿乍時昭桐哨孤

　　　　云す;

　卯アリ｀゛タベ刳乱た馮似釦ま･

　　巴り物権が也力韓芦じ功ヽ功玄示すi

　　名祁位り獣力聯限浪(μ)lｓク,yｚ

　　1ま矛２３,／双劫り辰．

　㈲ＳＣ冶｀＆がＣｔ,・μｄ(外邨丿川勁堕

　　加へぬ時)を刄叱

　㈲　デＬ夕漑r望白の眼効晰で隷従で

　　済部位が掴肺μ哺蝸嘩が予刈娘

　　５麗演測之行はだし加配

　吻く

　　萌置坤斑不勘艮り廓覗波j:で下げ

　　え心ひったため剌)時り御衣ヽ下げ肪

　　四大

　ｏ　枇縁者ﾉ叩Ｌ-９－ふ?川訓ま島妙

　　フィ一卜ｔが淀-してしへ3方幸一,レディ

　　テコ.゛－ド・手＼>}ﾍﾞ｀一糾屯抑図ざ）桓汝），

　　ぷ9･クにフィート七天4検斂乙した．
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国に亘つズ叫限訓立ヒねぷｚyごがχ1い。ｚ･/図こな兆電柏こ於ひで

は固定庵万枝ぶは却乱り図及び冴万､ヱざ卸ﾋ仮jようにぺ祠加ぐ

小さく。このｚｙ)ま固走名を面る塵々之)冷却効爪ｏよい２とか示し

てをﾘ説クでμｊベーゼ丿ヽまでのぼ目荷に対してベテータ/]制

裁部枚に力名２ｸﾞと以かかった。ヌ、べ却忘気畳jだ以すぐご及びμごっｔ

に於い･ごばぶ圈泉哉共高刊測対田付力ヽ発削拙か以り聡れ

ろ乙

卵八り弟で･Ｎ薄々。/､ﾉﾉ図ヵヽら判ふjjらﾉ消沈抑雍衣効皐ヵた

め阿転裁タ高い超冷却敵影はぐ鎚ってこ５Ｊﾁﾞ。。ﾉ々（自折フ

ダレリノー/匹乙冷刈に仏引馴吠多い。尺低肩及塵空ｹに個四以八

きいヵヽら冽ヽ部綻圧ヽ球零(S<li cool-、/)ヵ､ら苅走最幻直(に発電

扶万丈乙戸＝//イニ砂凡りの周に扱う面試債こむ八白＜ｿ川良っ

てか却効果べよい。即ち戸々KPMの址上他行゛/琵パが｀μ迦

以よイヽペアドブに幻坤即べあらか/ぼり与ビり以下の泣宸

でば常にノバパーセン訃までヽの�買花ヵぐ直球してかけら､に八χ

並にが回尉洲の高々めて於･ヽて顧働に一屡屡以力ﾘ、ふこり

-SI]mmで椛電我吠が祠限バ必引川胴へばふ司倚べかけら//いの

は高渡仏に刀一7ヽ訓4盛副碓図卜咳淋面風ル内々／)催六鳳

量|１１、を丿､4ぷ心　辻ﾌﾞよる力ヽらん､し4雄Mlり坤却息哨力応迦浪入に/

盗涙球－／ｙ(こ以下にが＼いてりろノであり、ズベ卸･ｸﾌｨｰり、で･ば

衣ぶM ／/､尚　/こ力ろからーノノ(ご以下/誦淑Ｅ（のとﾉてヽ砺名。

-ItX-



會

う17乙贈　　出坤性

碩　目的

　　好転墜柳鮒Ｆ対ずる雀出可参嘔とｕ７．つ列締皐騨､じ尺が｀

　　刑磯の擢用者乙しアゆ要こr縦報に聯㈲働雁Q7itUヽく７貪吝

　　出方Ｌ７あるから誹決㈲図表収は･ごの吐」剖加之し７　出、

　　方線図寄合砕弓‘宍蓼が隨ろ．スこの磨熱冨としフロを２．３.３(３)

　　了考察し尺よう･マ　歴若齢全禎欠を削いろ．

四　禎知復響在及ぼ寸穿来

　　発剔励全湖矢とし７は退席の発貝阪口匍係ずる獣撰じ)出

　　力覗施燧賑すぶ樹恥軋刷子所作レ肘づ匹回輔卿洋寸

　　礪利鱒付票幼ﾐるが有剱百歿㈲廓彭球片砧勧ヽら

　　的に風寸ろ損失は一吏で利又百れ苛てる損矢善良煙硝寥姉

　　ぐ漣お糾悛耐坊ｘ－むりバリタ才刎脱可則詰め所の

　　時７も鴎剛性出方線図のﾉ勺／一万マビれは'自一穴ｋ心従ッマ

　　印よ侑レ)出方ム関財係しア夜化Tす匹し７山別邸iを画く．

　　尚出なぶ外川育未尽影響を与へる堺素とし７は　かｘ)やのが考へら

　　れる．

■　　　限)　副無勲　回轍如)影響右ｙけろ頂大之コけ前感心ﾐ球

　　　　　穫械翔膳･げ｀ゲ徊也い浦を貧用刹賄回船松川交光

　　　　　タ才共襖肘彫皮数が為い心ぬ/丿参照冷め覗腹子網家付

　　　　　刀抵漑.徨やそ列司政数尽ぶツマ影響玄うけぶことが考へられ

　　　　　るバ可嘴数の出が対他マ与へ乙影響吋双も蛍寧７巧かｸﾞら可

　　　　　爽選財慢枕引割で皮的回転狗痩り出苅原図を画いが宣

　　　　　剰しい●

　　㈲　方率順･加皿刎紐和嗚響右与へるめのとし７か醗覗

一川３－



●

　　　　脊の肩荷刀羊がぶり誓誦淑参卵ら申今則ｚし７j則ヽ遅心力

　　　　岸の埓在y)肩欠玄胤ヽる.

ッり　黛故順凱二励L尚故1マより安はろタヽら壮詑頂心率膜無漑

　　　　ノむ帚療を膏け石ダ前庄心引こノ)畠庶尭与副岩は指毀

　　　　弗抑石ぶ必勿街祉ざ　￥・つ奈紛絢:屑めマごフ攻β和)烈｀旅

　　　　吉示す妙ので石りこ　々り瑕紅腸幻他マよっ７剖有弓''一妁疸

　石レ抑ヽらぞ・っ歌賠別せ淋映妓座わ四但刈孫、?万り座胞

　　　　彿糾糾胡宍に対しマヽこむ　￥順ダ響ぱ複カツパ,

うめ　あ庚Ｊ屈学こドム希Ｑの可添は旭j=二姉市マ詐けろ物率試肢・つ

　　　　デーか,ダら支めぷがあ々次に費い了ぱ空気め安友が｀へろ

　　　　から扉丿糾へり必零縦が今卸ファンぎ自矣し７ゐろ傷今ば侍

　　　　四紬絹釘が強いダレぜれ巾糾海佇かつデヴー匹いマ

　　　　符られ艮出椚゛佃の申右帥坤抑ヽら斜之れろと才弓｡

け）応力腺図

　　忠か特性力向係疋とにぱ全痢夫右同皮禎乙奥カド肉孫すろ詣久

　　芥摩け　　心＝Ｑ，そ長じ

　　の秒Ｆ衣はしｎり　皮出才こか玲卦右―背ド=こしマ

-/19一一
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でけ　￥元代｀表禍7わ巧)ト･夕とし７示了,･ｸｙぢ名め高皮史路副

　　　　　　　　　　　｜　　･　･　　　1.･,I　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　●表２しマはを笹磯,ﾉ)血刀卸弘助疸，ろやは核暦鎚紐1を亘び
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㈲通風坤､図：計暴に４:５図か・地こ鈴昨に於け５郷目画を基にして埓£

　牡にもφであふえ､らここご甘一致ご43の衣当忽てあふが嗚周貯tに於

　いても為司釈放､共そリ)通耶Ｌ憚は士ダハ・－セントの範囲乙濯牡臥と

　づ良してをコ八之副直向とし乙ぼ高度め訊吻で通風蚤を人影く計箪

　しスねふ、２げしμﾆ岳コここ=に丿に於いて地上映今ご求めTこ盤気誘入

　湖欠｛亦浙々皮八法用出米３とし犯時懸念じにＪうに高ぐ戻にめﾌﾞ

　る空匙恕凛町滅少にエＳレいルズ激郊吠少を冊親しにたりﾋﾀ沁軋5．

(り伝薦線図；　否.2､ぬ趾3)てうF址けこＪｙここり計算に浙ヽいかユ

　支穂発使綴ｒ･心匙常大部分の佐川佃1でヽ回松野磁か出力聊融蝸にこJ=

　るこいヽらその卸鉛こフいての侑惑縁１求め勾配ﾉ.夕八得即ヽ七矛

　ﾃﾞ刑にかヽで･]:各回転数共ハ・ラメ一タで匹sか回坂入口渦炭水/ゴ

　しの吽ｸ)湘ユ駆物則べア/バフナヽ出力制限郊位で浸の司帖まム２と征

　つひぺがそ哨他の藻まで巾洽て回転細茲で出力が制限Jれそり勾配

　ば/lダノと対算にぶ３値と２ノシ乞ントの差で一枚し≒従っ乙/２�

　乙のｲ云郷靫･山蝉荷時に於ける･少繋通則ｈ申単列よいμ即刻

　へば磨熱量卸z､・一心悸でぶ各回転牧共約μ･/し乞ント栄観鋤こ出た．

又基準点と孤ぷ遠風量ｈｏ　i＼＾-ｔ斗＜こら発廼磯り)場削Ｊ/し蒔這べ)

に狸け３伝薦量匹潟肺水夫冷卸ミ気入口頒徊ミぴ乙以よでぼ土

ダΛ゜-ごト哨靴凹囚で一耽した吟一/２≒ン及μ一ざ／乙切拭卸畷の

みぱ計凛値夕)方が妁冷ハ・一七ント低く悲観的に出几こ拘拝ユふ

２表て几判ぶぶうに東測によ引毒卵如図でヽにか収らの済度の線は大部

奏満良抑Ｊ匹フイートひの俳で画かれてをり一首こｙ型ぬり発電機

で･ぼ夕脚通風坦ユP･珀称を即ファンにエる.内御通風足Ｆに比べて冷

卵堅気乏にL一ターの中茫軸内通路(第:2.2. I図参思うに導く量か多い

　　　　　　　　　　　　　　　ｰ/好一ヽ
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　傾向にあ訂こ八島々賎に冬いび坤叫孤μこぷ苓っr=場合万も肝草に

　ニ否煤在に吋ヽ選旧萱に片しこ他上てづ)低薦存励に岳づヽく阿舷界訟川尺杯

　否席へてゐぷ万ご宮命に/ユ匠|一瀕伺に対し白ューターめ但荷弁ひ七

　増しにぶメ)江姉果に回べいニＳμめと思りれる.

(乙）あ対

　から苓λ/.//回抑胤こ差μ江い，

以こ椋観し片ょうに本章の理諭を印いて地幻卸に於/リデニタ小乙

町葬にｊ:－)て前匹こ糸戻史滸回表はオ犬しテリ子－ド，今マッバヒ

を田目て必寅渕に八回義上叱牝して欠吊に供しヶ特腺判肺を赦厨

で｀一肘にこと万判っァこ，皮って亦すの堰諭旅糸尋に涼に以良しに

削縦、及ｙこ訥堰論に吊い沁た条岡帰かよ抑恰荊に才ヽて合手峠な

－1ﾖ5｀－
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以､上航宮桟の高性能化にともなしヽそれに塔戴ｊれる発剔戈にT課吐Ｊし

る筒剛周にっいて肩｢究し叫む果し諭しヽに夙　ての左ﾉよ攻果を列記すれば

下記の如くなら.

よす律／帽て･･追へ庚　発駐機家量とその床梧の関係につしべは

(!)航を残用発電扱で･はその電気使何や一般同腹とχMりその出を灸モ・方

　ろ基拳ぞ気装荷モ既に大きく／又各量増加にいなう啓気装荷の増加

　割昏いも理論上最大ヒな;ぶようにヒられてをリ既つて:極端な銅峻絨に

　なってゐること、ｔしてこれは客量増加によ３体陪の増大IE.最小に押

　へるもので･あることお示した．

匂　　その砧果として　現柾の入手可能な核料及に令却ち式を屯ってＬで

　は暮量増加には限度か･あﾘ．又桂能的に4)官気比裴埓の増大によ名を

　浅子の深贋化と　航ｌ磯目としての特殊徒で･あ:ろ高々度使用吋目まっ

　て直流機の場含征流困難か侈刻な同題になイこヒゲ判った、

り)このよケに客量に比して体格ゆJぐくなってゐる航4E機回を電腹に

　於いて整流困雅を群決す３ためには主巣掬助極及副を流窄に対して

　一般甲発暦槐とは賀づた啓気絞計仁しなければならないことを嶮へヽ九

(μ)整流にとって最思の脊けで･あ肩

　筧壽飢　整流測定に対しひ6－卿月発電賤の場々ヽとｙｌ考慮か留界

　でヽあ３こと、又電気比装荷加大きくしかもさウつめた設計をしｒゐる

　ため糾t矣に対して極めて敏慮ひあ３から刷子の摺動状ヽ;兄によっては

　登流乃至発電銭外都特柊を馴じき世３恐れのあることお示しぺ

j?に発電銭の冷却ヒその出力定格の関係について論した印２郎に於いて

は

－/Jぷ一
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(')航ｔ機の断袖浪及ａ包度の増人に師い強剛なぞヽぢ式を禄用す５発

　胞桟ではそ)冷却他力が砥下するから，琲要の出力を碓保すいこは発

　電扱の熱定植を上げ３心算ゐヽ'あ３が現れのハ却ち式石ヽ14鯵定棒と更に

　上.けベニがとの乱行隆付の向上には余り寄与しない処まできてゐること

　を示し几

(ぶ)　強則隻冷方式モ市日そ行眸件によゾ(冷聯kれ桟14るから発電扱の

　規走奇命を碍保しうろ出力定格も変動十=∃．ｚ・冷や條吋ヒ心力定接

　の仙永乞示す高女定格回表は砥常才一心丙ヲユ,一卜¨･升ン八一円でヽの

　実'溺仁よって市めてゐるが　その現象は複維で倒走結果にノじラッヤ乃

　至.宋潟現行氷入りやすぃので　｀その牒摩冽叉ち浦を硯在した．

印　更に二の高度定焙図表£上辿のよっに実渕によっておめ３ことロ膨

　大な設薗と時防う力及.ひヽ貴用を摩し筒影こは行へないので･　こ八を

　かかろ彫大な設備を明しヽないてヽ地ｈ條件に於ける測定ア－ｙのみか心

　計耳て喧め３ち討祐.碓在すヨ目的で心す≒この高安定勣回表の基とな３

　発椎賎のゑ眠特佳々び㈲熱特性　乞を配几州]ぼ武'を誘尊し　それ力ヽ｀

　実牒の現定に適固出,来るものて･あろニヒを借認した．

叫　次にこれらの陶陣式と用いて地上７一夕のみから計耳によって南部

　定播明及乞ｍぐ方沌乞万例によ・て疎.明し,それかすー･レカヲ=ﾕｰ-ﾄﾞ･

　八ッ/ｖヽ－を用い芙測によワて昶めか渡定培図表ヒ比駿して実用上信

埓出末３纏あの葡のであ３こと左確認し/≒

以ｔ泗本碑文に於け£結果の要旨てご噛かヽ･　これによって渕へは沖／耶

の研丸麹釆じよれ叫｀叛を戦用を貧賎毀計の母劣乞判走‘こ･ヽき弓のみならす;

叉ンノ)狸を色賎は本論文中,ﾆ説明したＪうに　灸胞賊とし-cの概能を果

すーヽバり極限の姿£.示したものと云うことか心末れヽら随.の一睨鮭特

|こ紅咀賎と目ぼふ型栓量てあ３こ･ﾋ左尋衣寸ｌ他の恰送賎旧例ヤ4呻

　　　　　　　　　　　　　　　-I3n-
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輛hUj引佃用芥の洽咀岐の設対Iりにの荷竃躊果た庇ヽl司Ｕてその且能向

上に資ｒいのどかはれ乱　向ｚのようにぎりつめた体超によろ交流概

･ﾉ)竹仕への影響の劣県についてもも刻まヒまりぺ第該をする予丈でヽあ亀

哭市ユ部ひ論し咋解析的に高良ヽ定拓図表乞4でめ５琵拍こよれば征未院を

機陣I発電桟の向発,てもって実測でそれをなあ３ヒヒ十よって雰した時凩

労力及々佇用を大巾にありす３こヒ加出札　更に航隻機旧発電賎て飛元

米体栂を.晨小十し出けJを熱的ね限状眺て役用す弓ように訣計されてゐろ

ため　その刄一語･か嘆つて七心ヽ苛々ン頴丿特巾押峠ご乙のにな３こと加塾へ

られ15から末研凡て･土めた各閲係走をｍいろこヒによって発電践の計萬

の浸階に拾いて　での高友礎悋レf廿卜3こｔ力咄末ろ．助二の高方瓦

格図夜の群仰師

友乞Ｌけ二にとは今弟に六きれμ課迦ヒ肘乱

疋現柾の柿料及び吟却ち茲乞用し四限リトノ)発電銭の粳号にい釘ドル

載ｎ航を代／)鮒引唯紆にび限応ヽがあることを述べた力唄ｲぶ゜７･に一応

分の限度にＸ７ゐると児ることか咄末　例へば将末の拉首星商用賎岸で･

は更にそのを宅機客堡及びヽ罷伊糾飛忙大斗尚ことか回街灯四が七

柏こは函期的ﾉよ耐熱持料か咄現しない限り他刀冷印が抑Ｂは規ｲ五頑強

剃IK冷方火を強制淘冷右大汁:かり等引jば力らないものヒだ心れる．

然しその場今に於いエも冷や媒体ﾉ)紬ぺから洵にかわるのみで熱涙散の

械措は繋印的には支はらないから本研児の砧果Ｅ適用J゛ろことか咄末l;.

１３３
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(１）　ＭＩＬ－Ｇ一一６朗り:^GvercctorS
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Ｑ｀１　ＭＩし－G‘－６/<5ｚ　-，年＝･ｎｅＬｉ－ｃｃtｏｒｓ．　ｓｏ-Ｖｏｒｔ．ＣＷｒｅｃｒｔ　Ｃｕｒｙ-ｅｎｔ．
Ai＞ｃｒ≪ｘ＋七

　　　三“.‘Ｈ/ｎｅ Ｄ゛'iｖｅｎ・Ｇ‘＾ｎ＜ｚｒａｌspec仔ｔｃａＸｉ朗吟or (/?むこ)

Ｇり　脚内；１気機零設営ﾔ営(/ﾗ如)電気曰水社

曲　斤切り鍵賭匹体払ヽ乙飯特ﾉ吐く/簡/)少一ム，在

尚二ｈ甲；勅励珈隔計(／汐９)太易色

㈲　川田り建学誌，趾，／６／以/べ／)

剛　電気学会締；裾気工学ﾉにﾄﾞ｀ブダ･1 , 7^-2ぐ/9^/)

(ｙ)執行；ヽ爾り紬匯雁論(/9紆)大善

㈲　ｙ/==り必ycLcik ; A lAk fhf3&y 叔-ｸ9ダぐ/邨○

なら　Ｒ,∠.Mriis.', A IB£万応μs. A3.戸そＪ/゛5ｙ７(/?む乙)

　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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